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本紙は女性の視点で平和と平等を推進します

女
が
つ
く
る
安
全
と
平
和

μ

ｊ

ド

ニ

れ

冂
り

回

り

人
権

環
境
問
題
も
検
討
す
る

【
岡
山
】
テ

ロ
を
は
じ

め
と
す
る

構
造
的
な

暴
力
で

、
社

会
的
弱

者
－

女

性
や
高

齢
者

、
子

ど
も
Ｉ

が
被

害
を

被
っ
て

い
る

。
人
間
の
安

心
と

安
全
を
確
保
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
…
。
７

月
2
0日
～
2
1日

、
岡
山
で

行

わ
れ
た
北
京
Ｊ
Ａ

Ｃ

第
７
回

全
国

シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で

は

、「
『
北
京
＋
1
0
』
に

向
け
て
Ｉ

地
域
か
ら
世
界
に

行
動
を
」

を
テ

ー
マ
に

、
こ
れ
ま
で

手
つ
か

ず
た
っ
た

晏

心
と
安
全

”
に

焦
点
を
当
て
て

話
し

合
い

、
有
事
法

制
三
法
案
廃

案
な
ど
の
内
容
を
盛
り
込

ん
だ
宣
言
を
採
択
し
て

終
え
た
（
来

年
度
は

沖
縄
）
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後

、
こ
の

と
こ

ろ

激
し
い

動
き
を

見
せ
て

い
る
フ

ェ
ミ

ニ
ズ
ム
に
対

す
る

バ
ッ
ク
ラ

″
シ
ュ
（

反
動

化
）
－

特
に

、
大
阪

市
、
山

口
県
宇
部
市
の
男
女
共
同

参
画

条
例
に
つ

い
て

聞
く
ミ
ー
テ

ィ
ン

グ
（

別
項
）
も
あ
っ
た

。

シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は

、
パ
ネ

ル

デ
ィ
ス

カ

″
シ
ョ
ン
「
女

性
が
作
る
安
全
と
平
和
」
と

分
科
会
。
両
日
と
も

、
3
1都

道
府
県
か
ら
３
０
０

人
を
超

え

る
参
加
者
で

、
会
場
は

熱

気
に
あ
ふ

れ
た
。

パ
ネ
ル

は

、
永
井
よ
し
子

（
北

京
Ｊ
Ａ
Ｃ

事
務
局
長
）

さ

ん
の

コ

ー

デ
ィ

ネ

ー
ト

で

、
北
沢
洋
子
（
国
際
問
題

評

論
家
）
、
有
馬
真
喜
子
（
前

・
横
浜

市

女

性

協

会

理

事

長

）
、
大
脇
雅
子
（
弁
護
士
・

参

議
）
さ
ん
ら
パ
ネ
リ
ス
ト

が
、
武
力
行
使
に
よ
る
問
題に 尽 力 し た 岡 山 の ス タ ッフ た ち全 国 大 会 開 催

解

決
、
経
済
の

グ
ロ
ー
バ
ル

化
と
い

う
世
界
共
通
の

課
題

を
、
ジ

ェ
ン

ダ
ー
の
視
点
で

反

省
、
世

界
平

和
の
実
現
の

ア
イ

デ
ィ
ア

を
探
っ
た
。

北
沢

さ
ん
は

、
グ
ロ
ー
バ

リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン

は
、

”
も
の

す
こ
い

貧
富
の

格
差
笆

諭

訶

不

思

議

な

金

”
を

生

ん

だ

。
貧
困

を
根
絶
し

、
人
間

ら
し
い

経
済
・

平
和
で

な
け

れ

ば
、
テ

ロ
も
な
く
な
ら
な

い
と

話
す
。
世

界
の
貧
富
の

格
差
は

、
企
業
の

巨
大
化
で

広

が

る

一

方

。
世

界

の

富

は

、
全

体
と
し
て

は
増
え
て

い
る

が
、
分
配
に

差
が
生
じ

貧
困

を
生
ん
で
い

る
。
投
機

的

な
金

が
１
日
に
２

兆
ド
ル

も

流
れ

、
経
済
は
ギ
ャ
ン

ブ

ル
と
化
し

、
予

防
接
種
、
ワ

ク
チ
ン

な
ど
必
要

な
と
こ

ろ

に

金

が

流

れ

な

い

。
「
だ

が
、
利

益
追
求
に

対
し

、
人

間
と
人

間
の

連
帯
に
よ

る
経

済
（

フ

ェ
ア
ト
レ

ー
ド
や
マ

イ
ク
ロ
ク
レ

ジ
ッ
ト

）
が
、

一
部
の
地
域
や

女
性
を
中
心

に
起
き
て
い
る

」
と
新
し
い

動
き
に
期

待
。

今
年
５

月
に

開
か
れ
た
、

国
連
子

ど
も
特
別
総
会
に
日

本
政
府
代

表
と
し
て

出
席
し

た
有
馬

さ
ん
は

、
総
会
と
、

ジ

ェ
ン

ダ
ー
の

視
点
か
ら
の

安
全
と
平
和
に
つ
い
て

、
国

連
婦
人

開
発
基
金
（
ユ

ニ
フ

ェ
ム
）
や

、
日

本
政
府
の
ア

フ

ガ
ニ
ス

タ
ン

支
援
策
を
紹

介

。
子

ど
も
総
会
で

は

、
グ

ロ

ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
で

、

子
ど
も
の

売
買

が
増
加
。
児

竄

労
働
の
み

な
ら
ず
、
最
近

で

は
臓
器

売
買

の
対
象
と
し

て

増
え
て
い

る
こ

と
、
子
ど

も
兵
士
と
し
て

紛
争
に
関
わ

っ
て

い
る
子

ど
も
の
問
題
が

取
り
上

げ
ら

れ
、
「
子
ど
も北 沢 洋 子 さ ん

山回

の

売

買

、
子

ど

も

買

春

及

び

子

ど

も

ポ
ル

ノ

」「

武
力

紛

争

に

お

け

る
子

ど

も

の

関

与

」

の

二

つ

の

選

択

議
定

書

に

、

日

本

も

署

名

。

「
文

化

・

宗

教

の

独

自

性

を

認
め

さ
せ

よ

う

と

い

う
動

き

を
強

く

感
じ

た

。
イ

ス

ラ

ム

、
カ

ト

リ

ッ

ク

に

、
ア

メ

リ

カ

が

加

わ

り

、
影

響
は

大

き
い

。
９

・

口
１１
以

降

世
界

が

変
わ

っ

た
こ

と

を

感

じ

た

」

と

い

う

。

大

脇

さ

ん

は

、

「
過

半

数

で

憲

法

廃

止

を
」

の

石

原

都

知

事

発

言

、

「
フ

ェ
ミ

ニ

ズ

ム

の

跋

扈

で

社

会
汚

染

」
の

西

尾

幹

二

発

言

、

「

非

核
三

原

則

見

直
し

」

の

福

田

官
房

長

長

官

発

言

、

さ
ら

に

、

住

民

基

本

台
帳

、

有
事

三

法

案

等

政

治

的

状

況

を
話

し

「

大

切

な

の

は

、

憲

法
に

あ

る
平

和

的

生

存

権

と

平

和

の

創

造

。
平

和

を

剔

出
す

る

権
利

こ

そ

保

障

さ

れ

な
く

て

は

な

ら

な

い

」

と

言
い

、

「
平

和

的

生

存

権

保

障

基

本

法

案

を

ま

と

め

た

と

報

告
し

た

。

分
科
会
心
ら

全
体
会
の
後

、
２
日

目
に

か
け
て

、
分
科

会
が
開
か
れ

た
。『
平
和
』
分
科

会
（
以
下

省
略
）
。
経
済
の

グ
ロ
ー
バ
ル

化
か
進
む
中
で

、
国

家
間
、

民
族
間
の
紛
争

、
軍

事
化
か

加
速
。
沖
縄

問
題

を
人
間
の

安
全
保
障
と
ジ

ェ
ン

ダ
ー
の

視
点
か
ら
討
議

。
日

米
安
保

の
中
で

、
レ
イ

プ
、
事
故
な

ど
決
し
て
女
性
の
人

権
は
守

ら
れ
て

い
な
い
こ
と

が
指
摘

さ
れ
た

。
ま
た

、
フ

ェ
ア
ト

レ

ー
ド
の
活
動

を
し
て
い

る

Ｎ
Ｐ
Ｏ

、
沖
縄
の

基
地
問
題

な
ど
地
域
の
活
動

が
紹
介
さ

れ
、
た

ゆ
ま

ぬ
活
動

が
安
全

と
平
和

を
導
い
て
い

く
こ

と

も
確
認
さ
れ
た

。

『
人

権
』
で
は

、
Ｄ
Ｖ

問

題
を
中
心
に

、
３

年
後
の
見

直
し
に
向
け

、
問
題

点
が
話

し
合
わ
れ
た

。
保
護
命
令
の

対
象
に
子
ど
も

を
入

れ
る
。

医
療
機
関

、
警

察
の

役
割
の

明
確
化

。
相

談
者
の

身
分
保

障
。
子
ど
も
に
対
し
て

、
リ

プ
ロ

ダ
ク
テ

ィ
ブ

ー
ヘ
ル
ス

／
ラ

イ
フ
の

教
育
の

必
要
性

な
ど

。

『
環

境
』
。今

月
の
2
6日

か

ら
、
ヨ
（

ネ
ス

ブ
ル

ク
で
「
持

続
可
能
な
開
発
に
関

す
る
世

界

首

脳

会

議
」
が

開

か

れ

る
。
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
の

地
球
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
1
0
年
、

環
境
は
悪
化

す
る

一
方
だ
。

環
境
問
題
を

自
分
の

問
題
と大 脇 雅 子 さ ん

し
て

、
地
域
か
ら

、
ヨ
（

ネ

ス

ブ
ル

ク
会

議
に
発

信
し
て

い
こ
う
！
と

。

『

社

会

シ

ス

テ

ム
』
で

は

、
働
く
女
性

が
増
え

、
現

在
の
役
割
分

担
を
踏
ま
え
た

税
制

、
年
金

が
実
態
に

合
わ

な
く
な
っ
て

い
る

。
個
人

単

位
の
税
制
に

。
ま
た

、
「

女

性
差
別
撤
廃
条
約
選

択
議

定

書
」
の
批
准

、
女
性

差
別

撤

廃
委
員
会
の
日
本

政
府
レ

ポ

ー
ト
の
審
議
に
向
け
て
の

、

意
見
交
流
が
必
要

。

『
政
治

参
画
』
は

、
こ

れ

ま
で

女
性
議
員
を
増
や

す
こ

と
に
主
眼
を
置
き
過

ぎ
、
政

治
と
は
何
か

、
生
活
に
ど

う

か
か
わ
る
の
か
と

、
基
本

的

な
議
論
が
見
過

ご
さ
れ
て
い

た
の
で
は
？

と

、
女

性
が
政

治
参
画
す
る
こ
と
の

意
味

、

沢 １

亠 － ＿ ………1,I……。lSj
難1
万;。

有 馬 真 喜 子 さ ん

現

選
挙
シ
ス
テ

ム
は
女
性
に

有
利
か
な
ど
を
考
え
た
。

『
情
報
』
で

は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

と

女
性
の

エ
ン

パ
ワ

ー
メ
ン

ト

」
を
テ

ー
マ
に

、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の

視
点
で

情
報
化
社
会

の

展

望
（
光
）
と

問

題

点

（

影
）
を
探
っ
た
。
光
は
、

女

性
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ

と
い

う
新
し

い

世
界
の

ク
リ
エ

ー
タ
ー
と

し

て

、
活

躍

の

場

は

無

限

大

。
影
は
、
女
性
や
児
童
ポ

ル
ノ

な
ど
、
人
権
侵
害
に
結

び
付
い
て

い
る
こ
と

。

『
労
働
』
。
雇
用
情
勢
の
悪

化
か
ら
、
女
性
は
正
規
雇
用

が
減
少
し
パ
ー
ト

、
派
遣
な

ど
不
安
定
雇
用
が
増
え
て

い

る

。
「
均
等
待
遇
と
ワ
ー
ク

シ

ェ
ア

リ

ン

ク
」
を

要

求

し

、
厚
生
労
働
大
臣
に
向
け

ア
ピ
ー
ル

分
を
作
成
。
I
L

0
1
0
0

号
条
約
の
実
行

、

同
１

７
５

条
約
の
批
准
な
ど

４

項
。

よ し 子 さ ん永 井

驚
く
べ
き
性
役
割
の
固
定

条
例
が
で

き
た

喜
び
ど
こ

ろ
か

、
今
ま
で
遅
々

と
積
み

上
げ
て

き
た
も
の

が
一
挙
に

崩

さ

れ
て

し

ま

っ

た
よ

う

な

、
暗
澹
た

る
気
持
ち
だ
。

北
京
ａ
八
ｃ
・
山
口
事
務
局
長

小

柴

久

子

議
会
に
提
出
さ
れ
る
と
思

っ

て

い
た
の
だ
が
…

。
「
審

議

会
の
答
申

、
条
例
案
に
危
惧

の
念
が
あ
る

。
緊
急
に
条

例

を

作
る

必

然

性

が

あ
る

の

か
」
と
、
あ
る
議
員
か
ら
ス

'Ａ

き
る
ま
で
　

じ

プ
ぶ

け
ら
れ
た
。
モ

れ
に
同
調
す
る
議
員
が
続
出

宇

部
市
長
は

、
2
0
0
1

年
1
0月

、
審
議
会
に
「

宇
部

市
男
女
共
同

参
画

条
例
案
」

を
諮

問
。
そ
の

後
、
公
聴
会

も
開
か
れ

ず
、
市

民
の

意
見

は
Ｅ
メ

ー
ル
で

求
め
た
だ
け

で

、
翌
年
１

月
下

旬
に

は
答

申

、
同
時
に

条
例
案
も
出

さ

れ
た

。

条
例
案
は

、
不

満
を
言
え

ば
き
口

が
な
い

が
、
ま
ず
圭

ず
の
も
の
で

、
市

民
は
３

月

し

そ
う
な
気
配
に
も

な
っ
て

き
た
。
ま
た

、
男
女
共
同

参

画

課
が
出
し
て

い
る

啓
発

誌

に
も

、
「
夫
婦
別
姓
や
女

性

の
性
の
自
己
決
定
権
は
家

庭

の
崩
壊
を
促
す
」
と
い

う
ク

レ

ー
ム
が
つ
き

、
廃
止
す
る

状
況

が
起
き
て

き
た

。

こ
の
騒

ぎ
の
中

、
日

本
会

議
・
宗
教
団
体
も

、
条
例
制

定
を
急
ぐ
必
然
性
や
緊

急
性

は
な
い
と
し
た
上
で

、
「

も

し

条
例
案
を
議
会
に
出

す
な

ら

、
次
の
７
点
を
踏
ま
え
た

案

に

す

る

よ

う

に

」
と
５

月

、
市
に

要
望
書
を
提
出
。

そ
の
７

項
目
と
は

、
１

、『
男

ら
し

さ
』『
女
ら
し

さ
』
を
否

定
せ

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

を
活
か
し

あ
う
。
２

、
性
差

を
否
定
す
る
こ
と
な
く

、
違

い

を
尊
重
す
る
。
３

、
家
庭

か

ら
距
離
を
置
く
こ

と
が
女

性
の

自
立
度
の
高
さ
と
し
て

評

価
さ
れ
る
風
潮
を
生
み
出

し
て

は
な
ら
な
い

。
４

、
家

庭
尊
重
の

た
め
の
積
極
的
な

施
策
を
打
出
す
。
５

、
父
性

や
母

性
が
家
庭
に
お
い
て

重

要

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を

否
定
し

な
い

。
６

、
専
業
主

婦
を
否
定
せ

ず
、
社
会
参
加

の

一
形

式
で

あ
る
こ

と
を
認

め
る
。
７

、
『
女
性
が
性
の

自
己
決
定
権
を
持
つ
』
と
い

っ
た
性
道
徳
の
退
廃
を
も
た

ら

す
内
容
を
盛
り
込
む
こ
と

が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い

、
と

ニ
ュ
ー
ス
く
り
つ
ぷ

・

奉
仕
活
動

全
員
参
加
に

中
教
審
は
ふ
中

高
校
の

授

業
の
一
環
と
し
て

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
実
施
し
て

成
績

評
価
の
対
象
と
す
る
と
い

う

答
申
を
ま
と
め
た
（
2
9日

）
。

・

普
天
間

代
替
施
設

沖
縄
県
宣
野
湾
の

米
軍

施

設
の
問
題
で
政
府
は
関

係
自

治
体
協
議
会
に

、
名

護
市
辺

野
古
沖
の
り
Ｉ
フ

を
埋
め
た

て

滑
走
路
を
つ
く
る

計
画

を

提
示
了
承
さ
れ
た
（
2
9囗

）
。

・

住
基
ネ

。
卜
横
浜
も
不

参
加横
浜
市
（
中
田

宏
市
長

）

は
住
基
ネ

″
卜
に
市
民
の

自

由
意
思
で

参
加
を
決
め
る

選

択
方
式
の
採
用
を
発
表

。

・
0
4
年
度
、
紙
幣
二

新

2
0
0
0

円
札
を
除
く
紙

幣
が
一
新
さ
れ
る
。
5
0
0

0
円
札
は
樋
口
一
葉
。

勇

女

共

同

参

画

社

今

に

考

慮
？・

韓
国
女
性
首
相
な
ら

ず

韓
国
国
会
は
3
1日

、
金
大

中
大

統
領
指
名
の

張
裳
氏
の

首
相
任
命
同
意
案
を
否
決

【
休
刊
の
お
知
ら
せ
】

８
月
2
0日
号
は
、
休
刊
に

な
り
ま
す
。
全
国
婦
人
新
聞
社

い
う
も
の
だ
。

驚
い
た
女
性
団
体
は

、
審

議
会
が
作
っ
た
条
例
案

を
６

月
議
会
に
提
出
す
る
よ
う
求

め
る
署
名
を
集
め

、
議
長
・

市
長
に
提
出
す
る
一
方

、
市

民
を
対
象
に
条
例
の
必
要
性

に
つ
い
て

の
講
演
会
を
行
な

っ
た

。
と
こ
ろ

が
、
日
本
会

議
系
の
団
体
も

、
同
日

、
同

時
間
に

、
「
男
女
共
同
参
画

つ
い
て

考
え
る
講
演
会
」

を

企
画
し

、
男
女
共
同
参
画
は

危
険
な
思
想
と
す
る
講
演

を

し
た
の
だ

。

市
は

、
７
月
の
男
女
共
同

参
画
宣
言
都
市
サ
ミ

″
卜
に

蘂

例
制
定

”
を
持
っ
て

い

き
た
く
て

、
６
月
議
会
で

の

可
決
を
急

ぎ
、
な
ん
と
日

本

会
議
側
の
要
望
を
そ
の
ま
ま

受
け
入
れ
た
内
容
の
条
例

案

に
変
え
て

し
ま
っ
た
の
だ

。

文
教
民
生
委
員
会
で

、
修
正

案
提
出
な
ど
の
議
論
は
あ

っ

た

が
、
賛

成
多
数
で
押
し
切

ら
れ

、
本
会
議
で

も
修
正
案

が
出
さ
れ
た
が
否
決
さ
れ

、

原
案
可
決
と
な
っ
た

。

゛

？

一一
一
｛
一一一

日

本

会

議

・
宗

教

団

体

が

要

望

し

た

７

項

目

が
す

べ
て

基

本

理

念

に

盛

り

込

ま

れ

、

「
積

極

的

改

善

措

置

」
や
「
生

涯

に

わ

た

る

妊

娠

・
出

産

そ

の

ほ

か

の

生

殖

に

関

す

る

自

己

決

定

権

の

尊

重

」

が

消

え

た

。例

え

ば

、

「
男

女

の

個

人

と

し

て

の

尊

厳

が

重

ん

じ

ら

れ

る

こ

と

、
男

女

が

直

接

ま

た

は

間

接

に

性

別

に

よ

る

差

別

的

取

扱

を

受

け

な

い

こ

と

、
男

女

が
個

人

と

し
て

能

力

を

発

揮

す

る

機

会

が

確

保

さ

れ

る

こ

と

、
そ

の

他

の

男

女

の

人

権

が
尊

重

さ

れ

る

こ

と

」

が

、

「
男

女

が

、
男

ら

し

さ

女

ら

し

さ

を

一
方

的

に

否

定

す

る

こ

と

な

く

男

女

の

特

性

を

認

め

合

い

、
互

い

に

そ

の

人

格

と

役

割

を
認

め

る

と

共

に

、

尊
厳

を

重

ん

じ

合

う
こ

と

、
男

女

が

性

別

に

よ

っ
て

法

の

下

の

平

等

の

原

則

に

反

す

る

取

扱

を

受

け

な

い

こ

と

、
男

女

が

そ

の

特

性

と

能

力

を
発

揮
す

る

機

会

が

確

保

さ
れ

る

こ

と

、
そ

の

他

の

男

女
の

人

格
的

平

等

が

尊

重

さ

れ

る

よ

う
努

め

る

こ

と

」

と

な

り

、

「
生

涯

に

わ

た

る

妊

娠

、
出

産
そ

の

他
の

生

殖

に

関
す

る

事
項

に

関
し

、
自

ら

の

決

定

が
尊

重

さ

れ

る

こ

と

及

び
健

康

な

生

活

を

営

む

こ

と

に

つ

い

て

配

慮
さ

れ

る

こ

と

」

が

「
専

業

主

婦

を

否

定

す

る

こ

と

な

く

、
現

実

に

家

庭

を

支

え

て

い

る
主

婦

を

男

女

が
互

い

に

協

力
し

、
支

援

す
る

よ

う
配

慮

に

努

め

る

こ

と

」

に

変
身

し

て

い

る

の

だ

″
‥

「
ど

う

す
る

／
・
宇

部

市

」

と

い

う

言

葉

が

他

県
か

ら

聞

こ

え

て

く

る

毎
日

だ

。

（

７
何
Ｊ
が

・
・
・

こ
こ
3
0
年
ほ

ど
８

月
６
日

は

広
島
で

過
ご
す

こ

と
に
し
て
い

る
。
被
爆
者
の

気

持

ち

と

し

て

、
せ

め
て
こ

の
日

は
い
た
い

と
い
う
思
い
だ
▼
こ
の
日
の

広
島
は
特
別
な
の

だ
。
さ
ま

ざ
ま
な
集
会
や
市
の

追
悼
式

だ
け
で

な
く
町
々
の

慰
霊

碑

で

ひ
ら
か
れ
る
追
悼
会
。
新

聞
も
テ
レ

ビ
も
、
ワ

イ
ド
シ

ョ
ー
の
よ
う
な
も
の

ま
で

原

爆

、
核
、
戦
争
と

平
和
で
埋

め
つ
く
さ
れ
る
。
広
島
は

全

国
紙
の
夕
刊
が
な
い

地
区

な

の
で

、
７
日

の
新
聞
も
原

爆

一
色
だ
。
私
は
長
年
広
島
で

８

・
６

を
す
こ

す
う
ち
こ

れ

が
当
た
り
前
と
思
い

込
み

、

あ
る
と
き
東
京
の

新
聞
と
比

べ
て

、
８

・
６
の

扱
い
の

あ

ま
り
の
差
に
愕
然
と
し
た

。

も
し
全
国
紙
が
広
島
版
の
よ

う
な
新
聞
を
つ
く
っ
て
い
た

ら

、
も
う
少
し
平
和
運
動

も

変
わ
っ
て

い
た
の
で

は
な
い

か
▼
こ
と
し
の
圧
巻
は
や
は

り

秋

葉

市

長

の

「
平

和

宣

言
」
た
っ
た
。
「
憎
し
み

と

暴
力
の
連
鎖
」
を
断
ち
切
れ

と
い
い
、
ア
メ
リ

カ
に
対
し

「
世
界
の
運
命
を
決
定
す
る

権
利
を
与
え
ら
れ
て

い
る
訳

で

は
な
い
。
人
類
を
絶
滅
さ

せ

る

権

限

を
与

え
て

い

な

い
」
と
い
い
き
り
、
日

本
を

戦

争

の

で

き

る
「
普

通

の

国
」
に
し
な
い
と
、
戦
争
の

放
棄
を
高
ら
か
に
う
た
っ
た

▼
ア
メ
リ
カ
の
す
る
こ
と
に

す

べ
て
イ
エ
ス
と
い
い
、
日

本
を
戦
争
の
で

き
る
国
に
し

た
い
と
思
っ
て

い
る
小
泉
首

相

は

耳

が

痛
か

っ
た

ろ

う

か

。
そ
れ
と
も
？
▼

小
泉
首

相
は
式
典
後
、
「
去
年
も
聞

い
た
」
と
か
で
被
爆
者
団
体

と
も
懇
談
も
せ
ず
さ
っ
さ
と

帰
京

。
被
爆
者
た
ち
を
が
っ

か
り
さ
せ
た
。

庶
民
の
立

場
に
た
っ
て
ル
ポ
す

る
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
Ｄ
Ｄ
」
。

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
　

毎
週

火
曜
日
2
5
時
5
0
分
～

こ
の
他

、
２
時
間
ス
ペ
シ
ャ
ル
、
Ｂ
Ｓ
Ｉ
な

ど
に
も
制

作
。

現

代

セ

ン

タ

ー

代

表

吉

永
　

春

子

こ
の
人

が
譖
る
「
不

登
校
」
霖
瑟
Ｔ

お
求
め
は
、
全
国
の
書
店
も
し
ぐ
は
当
社
ま
で
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洌

．

国
際
的
運
動
が
必
要

平
和
と
正
義
の
意
識
高
め
る

決
議
採
択
に
た
だ
ひ
と
り
Ｎ
Ｏ

昨
年
９

月
、
米
国
連
邦
議

会

が
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に

「
必
要
で

適
切

な

、
あ
ら
ゆ

る

軍

事

力

を

行

使

す

る

権

限
」

を
与

え
る

決
議
を
採
択

し
た
際

、
た
だ
１

人
反
対
し

た

バ
ー
バ
ラ

ー
リ

ー
民
主
党

下
院
議
員

が
来
日
（
７

月
3
0

日
号
既

報
）
。

２
日

、
東
京
は
夕
方
に
な

っ
て

、
電

車
が
止
ま
る
ほ
ど

い
く
つ

も
の

落
雷
と
大
雨
に

襲
わ
れ
た

が
、
会
場
の
ホ
テ

ル
に
は
２
時

間
前
か
ら

多
く

の
人

が
や

っ
て

来
て

、
開
場

を
早
め
る
ほ

ど
だ
っ
た

。
入

場
者
９
‘̈０
０
０
人
Ｏ

真
紅
の
ス

ー
ツ
を

着
た
り

１

さ
ん
は

、
「

一
国
主
義
的

な
や
り
方
で

は
テ

ロ
は
な
く

な
ら
な
い

。
世

界
と

協
力
し

対
応
す
る
こ
と

だ
「

平
和
と

正
義
に
対

す
る

人
々
の

意
識

を
高
め
る
た
め
の

、
国
際
的

運

動

が
必

要
」
と

呼

び

か

け
、
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手

が
わ
い
た

。

「
バ
ー
バ
ラ

ー
リ

ー
さ
ん

を
日

本
に
呼
ぶ

会
」
で

は
、

こ
れ

を
機
に

、
ア

メ
リ

カ
の

反
戦
平
和
運

動
と

共
に
、
日

米
の
平
和
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
づ

く
り

を
め

ざ
す
。
ま
ず
、
ア

ジ
ア
地
域
の
平
和

運
動
と
の

連
携
の
た
め
の

「
ア

ジ
ア

・

太
平
洋
平
和
フ

ォ
上

フ
ム
」

を

、
今
年
度
中
に

実
施
。
そ

の
た
め
の
実
行

委
員
会
を
、

９

月
2
8日

、
1
3時
か

ら
、
社

会
文
化
会

館
（
地

・
国
会
議

事
堂
前

、
永
田
町

駅
）
で

行

う

。
多
く
の

参
加

を
呼
び
掛

け

て

い

る

。
日

関

連

記

事

２
面
日
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報
復
か
ら
何
も
生
ま
れ
な
、迄

両
親

の
教
え
は
「正
し

い
事
を

し
ろ
!
」

●

ハ
ー

ハ
ラ

・
リ

ー
さ
ん

の
講

演

と
落

合
恵

子
さ

ん
と

の
対
談

か
ら
●

2
日
夜
、
東
京
千
代
田
区
の
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
、
ハ
ー
ハ
ラ

・
リ
ー
さ
ん
の

講
演
と
落
合
恵
子

(作
家
)
さ
ん
と
の
対
談
が
行
わ
れ
た
。
リ
ー
さ
ん
を
招
い
た

「
ハ

ー
ハ
ラ
・
リ
ー
さ
ん
を
日
本
に
呼
ぶ
会
」
を
代
表
し
て
、
中
村
敦
夫

(参
議
)
さ
ん
が

挨
拶
。
ア
メ
リ
カ
は
、
今
や
テ
ロ
に
対
す
る
報
復
と
い
う
表
向
き
の
理
由
を
越
え
、
イ

ラ
ク
攻
撃
と
い
う
危
険
な
状
況
に
あ
る
。
暴
力
で
物
事
の
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
愚
か

で
、
安
っ
ぽ
い
政
治
的
行
動
に
、
日
本
は
主
権
国
家
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
も
誇
り
も
、

未
来
に
対
す
る
戦
略
も
な
く
、
追
随
す
る
体
制
が
、
国
会
で
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る

と
、
日
本
の
状
況
を
語
り
、

「国
会
議
員
と
し
て
ハ
ー
ハ
ラ

・
リ
ー
さ
ん
の
よ
う
に
、

一
貫
し
た
平
和
主
義
、
弱
者
の
側
に
立
っ
た
政
治
行
動
を
望
み
た
い
」
と
述
べ
た
。

テ

ロ
は
法

で
裁

く

べ
き

リ
ー
さ
ん
は
、

「ア
メ
リ

カ
や
世
界
の
人
々
の
心
に
焼

き
つ
い
て
、

一
生
忘
れ
な
い

で
あ
ろ
う
9
月
が
来
よ
う
と

し
て
い
る
。
こ
の
月
こ
そ
平

和
に
向
か
っ
て
働
か
ね
ば
と

思
う
」
「9

・
H
日
の
テ
ロ
行

為
は
ア
メ
リ
カ
人
だ
け
が
犠

牲
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
。

世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
で
働
く

日
本
人
も
、
多
く
の
国
の
人

も
犠
牲
に
な
っ
た
。
こ
の
テ

ロ
行
為
に
対
し
、
私
も
大
き

な
贋
り
を
覚
え
た
」
と
言

う
。
し
か
し
、

「犯
人
は
法

に
よ
っ
て
裁
く
べ
き
で
、
世

界
全
体
を
戦
争
に
晒
す
こ
と

は
な
い
」
と
キ
ッ
パ
リ
。

9
月
14
日
の
連
邦
議
会

で
、
プ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
武満面の笑顔て花束を受け取る リーさん

力
行
使
の
権
限
を
与
え
る
決

議
に
、
た
だ
1
人
反
対
票
を

投
じ
た
こ
と
に
、

「そ
の
可

能
性
は
感
じ
て
い
た
が
、
こ

の
決
議
は
や
る
べ
き
で
な
い

と
い
う
議
員
も
い
た
し
、
自

分
が
た
っ
た
1
人
、
反
対
票

を
投
じ
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
」。反
対
し
た
理
由
は
、「武

力
行
使
す
る
権
限
を
、
国
や

地
域
も
特
定
せ
ず
、
期
限
も

無
期
限
に
大
統
領
に
与
え
る

と
い
う
こ
と
は
、
金
額
を
書

い
て
い
な
い
小
切
手
を
与
え

る
よ
う
な
も
の
。
憲
法
で

は
、
連
邦
議
会
だ
け
が
宣
戦

搬演講んさ

羅雛灘繍 灘繕霧灘離羅難羅 灘灘灘 繊

'{一 バ ラ ・り燗さん 鑓菰謹 藩
雲

鰭嚢
灘

、騨

.
鮎
鐸

/

置∵
ll磯 ξ

ミ

ρ

ノー さ ん ⊂ 膚 ロ ご 〆しレノ対

ア も

メ つ

り つ

カ の

布
告
す
る
権
限
を
持
っ
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
と
て
も
賛

成
で
き
な
か
っ
た
」。

自
分
の
信
念
を
貫
き
通
し

た
こ
と
に
、

「民
主
主
義

は
、
反
対
す
る
自
由
と
権
利

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
反
対

す
べ
き
と
思
っ
た
と
き
反
対

す
る
の
が
私
た
ち
の
義
務

だ
。
当
時
も
今
も
、
反
対
票

を
投
じ
た
こ
と
は
正
し
か
っ

た
と
思
っ
て
い
る
」
と
い
う

力
強
い
言
葉
に
、
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
起
っ
た
。

不
要
な
軍
事
行
動
は
避
け

る
べ
き
。
な
ぜ
な
ら
、
今
ど

う
行
動
す
る
か
に
よ
っ
て
、

世
界
全
体
の
進
む
方
向
が
、

後

蓼

　
　

　
お

偽

享

.
撫

7

匁

睡

温

簸

∫

一
ギ
談

っ
く
り
し
た
こ
と
は
な
い
」

と
、
ロ
ハ
ー
タ
は
、
微
に
入

り
細
に
入
り
説
明
し
て
く
れ

た
。別
の
日
の
歓
迎
夕
食
会
で

は
、
折
り
紙
の
先
生
を
し
て

い
る
と
い
う

『ふ
き
の
と

う
』
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
か
、

ふ
た
り
に
折
り
紙
を
教
え
て

く
れ
た
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

ひ
い
て
は
子
ど
も
た
ち
に
ど

の
よ
う
な
世
界
を
残
し
て
あ

げ
る
か
が
決
ま
っ
て
し
ま
う

か
ら
だ
。
テ
ロ
対
策
に
は
、

他
国
と
協
力
し
反
テ
ロ
防
衛

網
の
強
化
が
必
要
だ
ろ
う

が
、
も
っ
と
根
本
的
な
も
の

は
、
外
交
努
力
、
貧
し
い
国

へ
の
開
発
支
援
を
行
う
な

ど
、
平
和
に
向
け
持
続
的
発

展
可
能
な
仕
組
み
を
作
る
こ

と
こ
そ
必
要
だ
。

し
か
し
、
プ
ッ
シ
ュ
大
統

領
が
議
会
に
提
案
し
た
2
0

0
3
年
度
の
予
算
は
、
軍
事

支
出
費
4
0
0
0
億
ド
ル
に

対
し
、
国
際
関
係
予
算
は
2

4
0
億
ド
ル
と
少
な
い
と
指

摘
。

「キ
ン
ク
牧
師
が

"平

和
は
緊
張
が
な
い
こ
と
で
は

な
く
、
正
義
が
維
持
さ
れ
て

い
る
こ
と
だ
"
と
言
わ
れ
た

が
、
国
家
予
算
を
見
れ
ば
ど

う
正
義
が
守
ら
れ
て
い
る
か

が
分
か
る
。
私
た
ち
は
、
こ

の
数
字
を
変
え
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
言
う
。

連
邦
政
府
に
平
和
省
の
新

設
を
提
唱
し
て
い
る
リ
ー
さ

ん
は
、
世
界
平
和
を
進
め
る

に
は
貧
困
、
病
気
、
失
望
を

取
り
除
き
、
希
望
が
持
て
る

環
境
作
り
が
必
要
。
希
望
こ

そ
が
、
怒
り
、
憎
し
み
に
対

す
る
防
衛
に
な
る
と
言
い
、

「平
和
を
コ
ー
ル
と
し
た
連

帯
、
国
際
協
力
を
考
え
て
い

こ
う
ー
」
と
N
G
O
、
市
民

の
活
動
に
期
待
し
た
。

落
合
さ
ん
と
の
対
談
で
、

「心
に
残
る
両
親
の
言
葉

は
9
」
の
質
問
に
、

「正
し

い
こ
と
を
し
ろ
ー
」
と
叫
ぶ

よ
う
に
言
っ
た
の
が
印
象
強

か
っ
た
。

髭

藝

「どの子も健やかに育て1」 写翼と記事は関係あ りません

 

児
童
扶
養
手
当

を
詳
し
く
記
入
さ
せ
る
申
告

書
を
つ
く
り
市
町
村
に
送
っ

た
。
自
治
体
や
市
民
団
体
か

ら
プ
ラ
イ
ハ
シ
ー
侵
害
と
抗

議
や
疑
問
が
続
出
、
働
き
か

け
の
結
果
、
厚
労
省
は

「各

自
冶
体
で
独
自
の
様
式
に
よ

る
扱
い
が
可
能
」「記
入
が
な

く
て
も
申
告
書
を
受
理
す

る
」
と
い
う
事
務
連
絡
を
出

し
た
。
こ
の
事
務
連
絡
が
全

自
冶
体
に
徹
底
し
て
い
な
い

お
そ
れ
も
あ
り
、
記
入
に
注

意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

ま
た
、
養
育
費
は
児
童
の

父
が
母
に
支
払
っ
た
も
の
が

対
象
で
、
母
親
以
外
の
も
の

は
算
入
さ
れ
な
い
。
つ
ま

り
、
児
童
自
身
が
受
け
取
っ

た
も
の
は
、
対
象
外
な
の

で
、
記
入
の
時
住
意
を
、
と

言
っ
て
い
る
。

児
童
扶
養
手
当

ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン

「し
ん
く
る
ま
ざ
あ
ず

・

ふ
お
ー
ら
む
」
と
、

「児
童

扶
養
手
当
削
減
に
反
対
す
る

関
西
連
絡
会
」
は
8
月
の
児

童
扶
養
手
当
申
請
に
あ
た
っ

て
ト
ラ
ブ
ル
や
疑
問
が
生
じ

る
と
見
て
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
実
施
、
相
談
に
応
じ
る
。

「し
ん
く
る
ま
ざ
あ
ず

・

ふ

お

ー

ら

む
」
11
17
日

(土
)
12
時
か
ら
18
時

面

3
°
3
3
6
5
・
0
4
1
8

0

「児
童
扶
養
手
当
削
減
に

反
対
す
る
関
西
連
絡
会
」

目
10
日

(
土
)
、

11
日

(
日
)
、
17
日

(
土
)
、
18
日

(
日
)
、
24
日

(
±
)
、25
日

(
日
)
10
時
か
ら
18
時

面

6
°
6
3
5
6
°
0
7
9
0

0

大
幅
減
額
の
夏

「母

子
家

庭

1

1
0

番
」

現
代
家
族
問
題
研
究
所
の
調
査

不
況

で
追

い
つ

め
ら

れ

て

い
る

母
子
家
庭

の
「危
機
」

養
育
費
も
所
得
に
計
算

申
告
書

の
記
入

に
ご
注
意
を
,

母
子
家
庭
を
経
済
的
に
支

え
る
児
童
扶
養
手
当
が
、
8

月
か
ら
大
幅
に
減
額
さ
れ

る
。
離
婚
の
増
加
で
手
当
て

支
給
総
額
が
増
え
る
の
を
抑

制
す
る
の
が
ね
ら
い
で
、
大

ア メ リ カ
⑳ 須田木綿子

セ ン トル イス

隈
イ
ー

ワ
ン
タ
と
ロ
ハ
ー
タ
は
、

慣
れ
な
い
日
本
の
夏
の
暑
さ

に
苦
し
ん
で
い
た
。
晦
日
、

宿
伯
先
の
ヒ
ソ
ネ
ス
ホ
テ
ル

か
ら
電
車
で
1
時
間
ほ
と
乗

っ
て
世
田
谷
区
の
老
人
給
食

協
力
会

『ふ
き
の
と
う
』
の

本
部
や
支
部
に
通
い
、
調
理

場
面
を
見
学
し
た
り
、
配
食

を
手
伝

っ
た
り
す
る
の
だ

か
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
人
こ

み
と
い
う
東
京
独
特
の
環
境

は
、
彼
女
た
ち
の
神
経
を
苛

立
た
せ
た
。
い
っ
こ
う
に
回

復
し
な
い
時
差
ほ
け
と
、
食

偏
べ
す
き
に
よ
る
体
調
不
良
も

通

疲
労
感
を
倍
加
さ
せ
た
・
そ

外

も
そ
も
婆

た
ち
に
と
っ

て
、
朝
か
ら
晩
ま
で
侠
め
ら

海
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
っ

て
暮
ら
す
こ
と
は

"拷
問
"

に
近
か
っ
た
。

彼
女
た
ち
の
疲
れ
具
△
口か

・嶺

i

り
ー

-

ひ
ど
い
の
で
、
ス
ケ
シ
ュ
ー

ル
を
減
ら
す
方
向
で
調
整
で

き
な
い
か
と

『ふ
き
の
と

う
』
と
交
渉
し
た
が
、
そ
れ

も
無
理
だ
っ
た
。
2
週
間
の

研
修
期
間
中
、
ほ
ぼ
毎
日
、

ど
こ
か
し
ら
の
支
部
を
訪
問

『ふ
き
の
と
う
』
の
人
々
に

"ど
た
キ
ャ
ン
"
は
で
き
な

か
っ
た
。

あ
る
日
、
私
は
別
行
動
を

取
っ
た
マ
ス
キ
教
授
に
付
添

い
、
午
後
、

『ふ
き

の
と

う
』
本
部
に
戻
っ
た
。
奥
か

折
り
紙

で
心

「癒
す
」

疲

れ

と

ス
ト

レ

ス
を
超

え

て

す
る
が
、
何
が
し
か
の
歓
迎

パ
ー
テ
ィ
ー
が
企
画
さ
れ
て

い
た
か
ら
だ
。
ふ
た
り
に
と

っ
て
は
数
あ
る
支
部
訪
問
の

ひ
と
つ
で
も
、
迎
え
る
人
々

に
と
っ
て
は
、
1
回
き
り
の

イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
ど
こ
で

も
精

一
杯
の
も
て
な
し
を
さ

れ
た
。
忙
し
い
活
動
の
合
間

を
縫
っ
て
準
備
を
し
て
い
る

ら
ロ
ハ
ー
タ
が
飛
び
出
し
て

き
た
。
朝
、
最
寄
り
駅
で
電

車
を
降
り
る
な
り
気
分
か
悪

く
な
っ
た
が
、
付
き
添
っ
て

い
た

『ふ
き
の
と
う
』
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
洗
面
所
に
連

れ
て
行
っ
て
、
世
話
を
し
て

く
れ
、
お
か
げ
で
回
復
し
た

と
い
う
。
優
し
く
さ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て

「こ
ん
な
に
び

ス
テ
ッ
プ
を
根
気
強
く
、
や

さ
し
く
説
明
し
て
も
ら
い
、

ど
う
に
か
鶴
を
折
り
上
げ

た
。
些
細
な
間
違
い
を
し
て

は
罵
ら
れ
、
殴
ら
れ
て
き
た

ふ
た
り
に
と
っ
て
、
そ
れ
は

"癒
し
"
の
体
験
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。

「オ
リ
カ
ミ
を
す

る
と
心
が
落
ち
つ
く
」
と
大

い
に
気
に
入
り
、
セ
ン
ト
ル

マスキ教授もいっしょに折 り紙を習 う

 

イ
ス
へ
の
お
み
や
げ
に
と
、

折
り
紙
を
山
ほ
ど
買
っ
て
帰

っ
た
。
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
に
苦
し

む
ワ
ン
タ
と
ロ
ハ
ー
タ
を
支

え
た
の
は
こ
う
い
っ
た

『ふ

き
の
と
う
』
の
人
々
の
温
か

さ
だ
っ
た
。
毎
朝
、
一
緒
に

朝
食
を
取
る
た
び
に

「疲
れ

た
、
行
き
た
く
な
い
」
と
ひ

と
し
き
り
コ
ネ
た
あ
と
、「で

も
昨
日
は
こ
ん
な
楽
し
い
こ

と
が
あ
っ
た
」
と
ひ
と
つ
ひ

と
つ
確
認
し
、

「じ
ゃ
あ
、

と
に
か
く
今
日
だ
け
は
行
こ

う
」
と
気
持
ち
を
ふ
る
い
た

た
せ
る
の
が
ふ
た
り
の
日
課

に
な
っ
た
。

部
分
の
世
帯
で
減
額
が
予
想

さ
れ
、
不
況
の
な
か
、
母
子

家
庭
に
は
厳
し
い
事
態
に
な

り
そ
う
だ
。
さ
ら
に
今
ま
で

所
得
に
加
え
て
い
な
か
っ
た

父
か
ら
の
養
育
費
の
8
割
が

所
得
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
計
算
も
煩
雑
で
、

戸
惑
う
人
も
多
い
は
ず
だ
。

当
初
、
厚
生
労
働
省
は
、

前
年
の
養
育
費
の
額
の
ほ

か
、
収
入
、
支
出
、
家
族
か

ら
の
援
助

(金
だ
け
で
な
く

米
、
野
菜
ま
で
)
、借
金
な
ど

現
代
家
族
問
題
研
究
所

(円
よ
り
子
代
表
)
は
5
月

9
日
か
ら
11
日
ま
で
の
3
日

間
、

「母

子

家

庭
1
1
0

番
」
を
開
催
し
た
。
児
童
扶

養
手
当
て
削
減
と
い
う
厳
し

い
状
況
の
も
と
、
相
談
を
試

み
た
も
の
だ
が
、
初
日
9
日

の
朝
の
テ
レ
ビ
や
ラ
ソ
オ
の

ニ
ュ
ー
ス
で
削
減
問
題
が
報

じ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
初

め
て
削
減
を
知
っ
た
と
、
初

日
の
朝
は
電
話
が
鳴
り
続
け

た
。
相
談
者
の
6
割
が
年
収

2
0
0
万

円

以

下
。

「命

綱
」
の
手
当
て
の
削
減
に
不

安
で
い
っ
ぱ
い
だ
。

相
談
件
数
1
1
0
件
中
、

母
子
家
庭
の
母
親
本
人
か
ら

は
64
件
。
3
、
40
代
の
人
が

女性 か らの相談99.5%

30歳 代が最多の2647件
配偶者暴力相談支援センター発表

 

「配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の

防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に

関
す
る
法
律
」
に
お
け
る
配

偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ

1
等
に
係
る
規
定
が
、
今
年

の
4
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た

が
、
内
閣
府
男
女
共
同
参
画

局
推
進
課
で
は
、
4
月
か
ら

6
月
の
3
カ
月
間
の
、
配
偶

者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

全
国
87
施
設
の
相
談
件
数
を

ま
と
め
、
発
表
し
た
。

3
カ
月
間
の
総
合
計
相
談

件
数
は
、
8
4
1
7
件
。
う

ち
4
月
が
2
7
3
7
件
、
5

月
2
7
4
6
件
、
6
月
2
9

3
4
件
で
、
女
駐
か
ら
の
相

談
が
99

・
5
%
を
占
め
て
い

る
。
ま
た
、
相
談
年
齢
は
、

30
歳
代
が
2
6
4
7
件

(
31

・
4
%
)
と
最
も
多
く
、
次

い
で
40
歳
代
17

・
2
%
、
20

歳
代
14

・
2
%
、
50
歳
代
13

。
4
%
で
、
少
な
い
が
20
歳

未
満
も
ー

・
2
%
あ
っ
た
。

同
法
第
6
条
、
配
偶
者
か
ら

の
暴
力
の
発
見
に
よ
る
通
報

は
5
4
7
件
だ
っ
た
。

7
割
。
職
業
は
パ
ー
ト
、
派
遣
な

ど
非
正
規
で
働
い
て
い
る
人

が
6
割
。
無
職
も
17
%
。
正

社
員
は
23
・
4
%
に
す
ぎ
な

い
。
無
職
の
な
か
に
は
倒

産
、
リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
も
の

も
多
く

「突
然
解
雇
さ
れ
、

あ
と
仕
事
が
見
つ
か
ら
な

い
」「子
と
も
が
い
る
と
面
接

も
断
ら
れ
る
」
と
深
刻
だ
。

年

収

が
、
ゼ

ロ
ー0
・
9

%
、
1
0
0
万
円
未
満
12
・

5
%
、
1
0
0
万
～
2
0
0

万
未
満
35
・
9
%
、
ゼ
ロ
と

2
0
0
万
円
未
満
を
た
す
と

6
割
、
母
子
家
庭
の
貧
困
を

物
語
る
。
相
談
内
容
は
経
済

問
題
が
92
%
、
行
政
へ
の
不

満
86
%
。
資
格
を
取
り
た
く

て
も
資
金
が
な
い
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
行
く
時
間
も
な
い

な
と
。
子
ど
も
の
父
か
ら
養

育
費
を
貰
っ
て
い
る
人
は
4

分
の
ー
し
か
な
い
。

今
回
の
電
話
相
談
で
、
母

子
家
庭
の
状
況
が
不
況
で
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
り
、
経
済

だ
け
で
な
く
親
子
の
精
神
ま

で
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
た
と
い
う
。

継

続
審

議

へ

戦
時
性
的
強
制
被
害

者
問
題
解
決
促
進
法

参
議
院
内
閣
委
員
会
で
審

議
さ
れ
た

「戦
時
駐
的
強
制

被
害
者
問
題
解
決
促
進
法
」

(
7
月
30
日
号
既
報
)
は
、

31
日
、
国
会
最
終
日
に
開
か

れ
た
同
委
員
会
理
事
会
で
、

10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
次

期
臨
時
国
会
に
継
続
審
議
に

な
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
内

外
の
世
論
に
、与
党
側
も
「廃

案
」
に
で
き
な
か
っ
た
も
の

で
、
大
き
な
前
進
だ
。

ー
＼ン

〆

κ η々ρゐo
TheLlfestyleCompany

化 粧 品 は正 しく

お 使 い くだ さ い。

+ご 使用になる前に説明書をよく読みましょう。

+ご 自分の肌に含った化粧品を選びましょう。

+清 潔な手や指で使用 し、化粧品用具も溝潔にしておきましょう。

+ト ラブルのあるお肌へのこ使用は止めましょう。

*万 一 トラフル か起 きたり たたちに使 用 を中 止4て カネホウ化 粧 品 コーナ ー

お 近 くの 当 社 販 売 会社 相 談 窓 口 皮 膚 科 専 門 医 にこ相 談 されることをおす すめレます

相 談 窓 口 角 柔粛 冒ヤ株式会社 化 粧品事業本部 化粧 品コンンユーマーセンター

〒108-8080東 京都港区海岸3-20-20TEL5446。3111(代 表)
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女2002年8月10日(土 曜 日)(3)

撒1
難 映

 

載

劃

躁購戯

灘 糊

 

雁

臨

騰

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ニ
ラ
市

郊
外
に
あ
る
巨
大
コ
ミ
捨
て

場
の
街
ス
モ
ー
キ
ー
マ
ウ
ン

テ
ン
。
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々

と
、
大
人
に
交
じ
っ
て
コ
ミ

拾
い
を
し
て
働
く
子
と
も
た

ち
の
日
常
を
克
明
に
追
っ
た

ト
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

『忘
れ

ら
れ
た
子
供
た
ち

ス
カ
ベ

ン
シ
ャ
ー
』。
同
所
を
強
制
撤

去
で
追
わ
れ
、
移
り
住
ん
だ

パ
ヤ
タ
コ
ミ
捨
て
場
の
事
故

か
ら
、
再
び
コ
ミ
が
搬
入
さ

れ
る
ま
で
の
4
か
月
間
の
住

民
た
ち
の
姿
を
描
い
た

『神

の
子
た
ち
』。2
作
と
も
厳
し

い
現
実
を
扱
う
社
会
派
の
フ

ィ
ル
ム
で
あ
り
な
が
ら
、
血

の
通
っ
た
温
か
い
視
線
を
感

じ
さ
せ
る
四
ノ
宮
浩
監
督

が
、
次
回
作

『ア
フ
カ
ン
の

子
ら
』(仮
題
)
の
製
作
を
始

め
た
。
20
年
に
及
ぶ
内
戦
、
昨
年

10
月
以
降
の
米
軍
の
空
爆
を

経
、
よ
う
や
く
落
ち
着
き
を

取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
る
ア

フ
カ
ニ
ス
タ
ン
の
子
と
も
た

ち
を
取
材
、
戦
争
と
平
和
に

つ
い
て
問
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

口山

四 ノ宮、浩監督、次作製作 スター ト記念

今度はアフガンの子どもたちを追う

リ
ー
だ
。
監
督
自
身
、
す
で

に
2
回
現
地
入
り
、
住
民
と

し
て
生
活
し
な
が
ら
子
ど
も

た
ち
の
視
線
で
撮
影
を
始

め
、
今
年
中
に
完
成
、
来
春

公
開
の
予
定
だ
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
8
月

11
日
～
23
日
、
東
京
都
写
真

美
術
館
ホ
ー
ル

(J
R

・
恵

比
寿
駅
東
口
)
で
は
、
前
作

2
作
の

一
挙
上
映
会
と
、
監

督
が
、
ロ
ケ
ハ
ン
中
に
撮
っ

た
ア
フ
カ
ニ
ス
タ
ン
の
写
真

展
を
開
催
す
る
。

『忘
れ
ら
れ
た
子
供
た

ち
』
11
日
～
15
日

(12
日
休

館
)、
『神
の
子
た
ち
』
16
日

～
23
日

(19
日
休
館
)。大
人

1
5
0
0
円

(前
売
り
1
3

0
0
円
)。時
間
な
ど
問
い
合

わ
せ

オ
フ
ィ
ス
フ
ォ
ー
プ

ロ
タ
ク
シ
ョ
ン
君
03

・
3
3

0

 FO
∠4
●
00
8
ρO
Q
り

な
お
、
新
作

『ア
フ
カ
ン

の
子
ら
』
は
、
5
0
0
0
人

の
力
を
集
め
て
製
作
し
よ
う

と
、
5
0
0
0
人
製
作
委
員

会
を
結
成
。
製
作
資
金
の
た

め
の
寄
付
金
を
募
集
中

(
一

ロ
ー
万
円
)。

パ
ー
ト

タ
イ

マ
ー

の
均
等

待

遇
求

め

て

署
名
運
動
に
協
力
し
て
下
さ

い

「均
等
待
遇
ア
ク
シ
ョ
ン

2
0
0
3
」
で
は
、
I
L
O

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
条
約
の

批
准
を
求
め
る
請
願
署
名
運

動
を
展
開
中
。

I
L
O
で
は
、
94
年
の
総

米
国
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州

立
大
大
学
院
看
護
学
部
博
±

課
程
在
学
の
根
本
恵
子
さ
ん

は
、
D
V
を
受
け
た
経
験
の

あ
る
女
性
を
対
象
に
、
保
健

・
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

ニ
ー
ス
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
8
月
21
日
、
埼
玉
県
東

部
で
座
談
会
形
式
の
ク
ル
ー

プ
イ
ン
タ
ヒ
ュ
ー
を
企
画
し

て
お
り
参
加
者
を
募
集
し
て

い
る
。

会
で

「パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

に
関
す
る
条
約

(1
7
5

号
)」、
「パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
に
関
す
る
勧
告

(1
8
2

号
)」を
採
択
し
た
。
こ
の
条

約
で
は
、
パ
ー
ト
労
働
者
は

フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
よ
り
労

働
時
間
が
短
い
だ
け
で
あ

り
、
権
利
、
社
会
保
障
、
労

働
条
件
は
働
く
時
間
に
応
じ

て
、

「均
等
待
遇
」
を
保
障

す
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
取

る
こ
と
を
各
国
に
義
務
付
け

て
い
る
。

い
ま
、
日
本
の
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
は
1
1
0
0
万

人
以
上
。
そ
の
大
半
が
女
性

で
、
女
性
労
働
者
の
3
人
に

こ
の
企
画
は
D
V
へ
の
サ

会
の
協
力
の
も
と
当
事
者
の

21

(水
)
14
時
か
ら
16
時
30

ポ
ー
ト
活
動
を
し
て
い
る

健
康
、
医
療
従
事
者
の
対
応

分
。
埼
玉
県
東
部
。
募
集
人

D
V
被
害
経
験
者
を
対
象

に

保
健

、
医
療

に
関
す
る
調
査

イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
参

加
者
募
集

に抵抗

 

り戦争をする国つ く

「平和のための戦争展」開催

 

戦
争

は
ヤ
ダ

ぞ
う

!

有
事
法
制
反
対
シ
ー
ル
作
成

「主
張
す
る
T
ソ
ヤ
ツ
を
あ

つ
め
る
会
」
の
協
力
を
受
け

て
お
り
、
調
査
の
結
果
を
同

毎
年
8
月
15
日
前
後
に
行

わ
れ
て
い
る

「平
和
の
た
め

の
戦
争
展
」(呼
び
か
け
人

黒
柳
徹
子
、
山
田
洋
次
、
西

田
敏
行
、
松
浦
総
三
さ
ん

ら
)、23
回
目
の
今
年
は
、
8

月
11
日

(日
)
か

ら
16
日

鞠難蜘
鱒購

拶蕃凱亀
頴囎騰

魯 蜘

雛

響 ヤダ鯵

の
向
上
に
生
か
し
た
い
と
い

う
。座
談
会
予
定
日
時
は
8
月

(金
)
10
時
か
ら
18
時
ま
で

大
学
生
協
皮
谷
会
館

(渋
谷

区
神
宮
前
6

・
24
・
4
)
で

行
わ
れ
る
。

今
年
の
展
示
は
、
現
在
の

"戦
争
を
す
る
国
づ
く
り
"

に
抗
す
る
た
め
、
過
去
の
被

員
は
5
か
ら
8
名
で
ク
ル
ー

プ
イ
ン
タ
ヒ
ュ
ー
方
式
で
話

し
合
う
。

害
、
加
害
の
戦
争
体
験
か
ら

く
み
と
っ
た
教
訓
に
学
び
、

大
き
な
流
れ
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
力
を
つ
く
り
出
す
展
覧

会
に
し
た
い
と
い
う
。

主
な
展
示
は
、
▼
有
事
法

制
▼
侵
略
戦
争
、
加
害
▼
新

ひ
と
り
が
パ
ー
ト
だ
。

93
年
、
日
本
は
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
法

(通
称
)
を
施

行
し
た
が
、
低
賃
金
、
不
安

定
雇
用
等
の
問
題
は
、
家
族

的
責
任
ゆ
え
の
不
利
益
も
解

決
せ
ず
、
均
等
待
遇
を
求
め

る
声
は
、
高
ま
っ
て
い
る
。

署
名
用
紙
な
ど
問
い
A
口わ

せ

同
事
務
局
公
&
噸
0
4

2

・
9
4
9

・
5
2
3
1

D
V
被
害
者
の
視
点
に
基

つ
く
保
健
医
療
に
関
す
る
調

査
は
行
わ
れ
た
こ
と
が
な

く
、
意
味
の
あ
る
調
査
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。
参
加
者
に

は
交
通
費
が
支
払
わ
れ
る
。

保
育
も
あ
り
、
無
料
。

参
加
希
望

・
問
い
合
わ
せ

は
唇
0
7
0

・
5
0
9
7
・

6
0
9
7

(根
本
)、受
付
時

間
8
月
10
日
か
ら
19
日
10
時

か
ら
20
時
。

1
5
4
通
常
国
会
が
終
わ

っ
た
。
有
事
法
制
3
法
案
は

国
民
の
強
い
反
対
の
声
、
行

動
に
よ
っ
て
、
今
国
会
て
の

成
立
は
見
送
り
、
継
続
審
議

に
な
っ
た
が
、
秋
の
臨
時
国

会
で
再
浮
上
す
る
の
は
必

至
。
こ
の
、
戦
時
法
制
そ
の

も
の
の
有
事
法
制
に
、
気
を

緩
め
ず
反
対
運
動
を
続
け
よ

う
と
、

「憲
法
を
活
す
市
民

の
会
・
や
ま
く
ち
」(山

口

県
)
は
、

『有
事
法
制

反

対
ー
戦
争
は
ヤ
タ
そ
つ
ー
』

井
利
男
さ
ん
追
悼
写
真

「あ

・
満
州
」
な
ど
。
戦
争

体
験
証
言
や
ヒ
デ
オ
の
上
映

も
あ
る
。

問
い
合
わ
せ

実
行
委
面

3
°
3
2
6
1

°
0
4
3
3

0

ソ
ー
ル
を
作
成
。

「は

っ

て
、
は
り
ま
く
っ
て
運
動
の

輪
を
広
げ
よ
う
」
と
よ
び
か

け
て
い
る
。

同
会
は
、
P
K
O
法
反
対

運
動
の
流
れ
か
ら
、
1
9
9

3
年
に
市
民
が
立
ち
上
げ
、

反
動
教
科
書
採
択
反
対
運

動
、
上
関
原
発
反
対
運
動
な

ど
を
続
け
て
き
た
。
9

・
H

日
同
時
多
発
テ
ロ
以
降
は
、

平
和
を
求
め
る
キ
ャ
ン
ド
ル

ウ
ォ
ー
ク
を
毎
月
11
日
に
実

施
。
い
ま
は
有
事
法
制
反
対

の
運
動
に
集
中
し
て
い
る
。

『ヤ
タ
そ
う
ー
』
ソ
ー
ル

は
8
セ
ン
チ
の
丸
、
白
地
に

赤
で

「有
事
法
制
反
対
ー
」、

緑
で

「戦
争

は

ヤ

タ
ぞ

う
ー
」、肖
、ん
中
に
再
味
か
が

っ
た
ク
レ
ー
の
象
が
、
頬
を

ピ
ン
ク
に
染
め
て
見
つ
め
て

い
る
可
愛
い
デ
ザ
イ
ン
。
ー

ソ
ー
ト
に
シ
ー
ル
4
枚
、
10

シ
ー
ト
を
ー
セ
ソ
ト
に
し
て

7
0
0
円
で
販
売
す
る

(送

料
込
み
)。

申
し
込
み
11
郵
便
振
替
口

座

0
1
5
2
0
1
7
1
9

7
7
3

加
入
者
名
11
憲
法

を
活
す
市
民
の
会
・や
ま
く

ち

※
「
ン
ー
ル
希
望
」と
、

セ
ッ
ト
数
を
記
入
の
こ
と
。

同
会
事
務
局
は
、

「少
な

い
単
位
で
も
販
売
し
ま
す
の

で
、
ご
相
談
ト
さ
い
」
と
言

っ
て
い
る
。
曾
0
8
3

・
9

2

2

i

9

4

1

、

鋤

0

8

3

.
9

2

2

.
1

9

4

3

(
占
賀

博

)
。

一 硝 乃 ㎜

1鞍翻 強穆1
渋 谷 屡 神 筥前6丁 囲244欄 伽 燃

叢催/零 秘 の た め⑳ 戦 攣展 契 弩餐 員 蜜

刑聡配西噛圏ρ41興 刀惣 こ 内躍本蝿 友好協去鯨 響蝿含金気{ナ蔵孟03需つ6043FA>(03τ}8董788
しRUP〃 駒晒♂しdδPCO8b1幼tΨn!　 rg畠bε 爵し8dPCO8

は 迄、カ、カミ涼 しい安曇野で美術館巡 り

を発行「アー トライ ンマ ップ」「ア ー トライ ン共通割 引券 」

 

夏
休
み
、
北
ア
ル
プ
ス
の

麓
、
涼
し
い
安
曇
野

(長
野

県
)
の
美
術
館
巡
り
を
し
ま

せ
ん
か
?

安
曇
野
ア
ー
ト
ラ
イ
ン
推

進
協
議
会

(美
術
館
16
と
白

馬
村
、
大
町
市
、
松
川
村
、

池
田
町
、
穂
高
町
、
豊
科

町
)
は
、
安
曇
野
に
点
在
す

る
16
の
美
術
館
の
所
在
と
路

線
の

「安
曇
野
ア
ー
ト
ラ
イ

ン
マ
ソ
プ
」
と
、
美
術
館
入

場
の

「安
曇
野
ア
ー
ト
ラ
イ

ン
共
通
割
引
券
」
を
発
行
し

て
好
評

(5
年
目
)。今
年
デ

ザ
イ
ン
を

一
新
し
た
、
紹
介

.～

創

ダ

劃

一一一
・
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駁 、 耀叢 訟饗

量癒
一 圏爾 畷 醐騰 熈
安邸野らひろ葵緬館 寓永一剛評おまち凝菌麹

彰
集

恒一

鹸
縣 羅 羅

國
〆傷 ノ 藏♂

ざ
睡 西 ジ ノ 睡鑑難
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入
り
マ
ソ
プ
は
、
各
美
術
館

の
傾
向
が
分
か
り
、
地
図
も

み
や
す
い
と
観
光
客
に
も
喜

は
れ
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
は
初
の
試
み

と
し
て
、
大
学
の
公
開
講
座

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ソ
プ
、
朗
読

会
、
シ
ン
ポ
シ
ウ
ム
、
美
術

館
出
張
教
室
等
を
盛
り
込
ん

だ

「サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
実

施
す
る
。
だ
れ
で
も
参
加
で

き
、
遠
方
の
人
に
は
宿
伯
先

も
紹
介
し
て
く
れ
る
。

詳
し
く
は
、
穂
高
町
商
工

観
光
課
容
0
2
6
3
・
82
・

3
1
3
1
、
他
田
町
立
美
術

「

働
盛
夏
で
す
。
ヌ
エ
ソ
ク

で
も
、
最
高
気
温
30
℃
以

上
を
マ
ー
ク
す
る
日
が
続

い
て
い
ま
す
。
こ
ん
な

時
、
ホ
ッ
と
で
き
る
の
が

樹
木
の
緑
陰
。
全
て
を
や

すべて を包 む

優 しさにホ ッ

～択

縫灘
_と 灘鯵

さ
し
く
包
ん
で
く
れ
ま

す
。会
館
の
庭
園
内
の
花
木

は
、梅
雨
の
ア
ソ
サ
イ
(紫

陽
花
)、初
夏
の
ナ
ツ
ッ
ハ

キ

(夏
椿
)
や
、
タ
イ
サ

ン
ボ
ク

(泰
山
木
)
か

ら
、
い
ま
、
サ
ル
ス
ベ
リ

(百
日
紅
)、ム
ク
ゲ

(木

橦
)
と
い
っ
た
真
夏
の
花

る
の
が
そ
の
名
の
由
来
。

中
国
南
部
原
産
の
落
葉
高

木
で
、
花
の
色
に
は
紅
、

桃
、
白
、
紫
紅
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

ム
ク
ゲ
は
、
韓
国
の
国

花
。
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
や
芙

タ
エ
吻
り

●

簗
驚
2
み
激

●

羊

館
智
0
2
6
1

・
62

・
6
6

0
0
。
〈
参
加
美
術
館
11
豊
科

近
代
美
術
館
、
田
淵
行
男
記

念
館
、
豫
山
美
術
館
、
安
曇

野
ソ
ヤ
ン
セ
ン
美
術
館
、
夢

穂
高
美
術
館
、
大
熊
美
術

館
、
ナ
カ
ニ
ソ
ア
ー
ト
ミ
ュ

ー
シ
ア
ム
、
池
田
町
立
美
術

館
、
と
ん
ぼ
玉
美
術
博
物

館
、
安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術

館
、
信
濃
松
川
美
術
館
、
市

立
大
町
山
岳
美
術
館
、
富
永

一
朗
お
お
ま
ち
漫
画
廊
、
白

馬
三
枝
美
術
館
、
ラ
フ
ォ
ー

レ
白
馬
美
術
館
〉

●

解
こ

に
変
わ
ろ
う
と
じ
て
い
ま

す
。サ
ル
ス
ベ
リ
は
、
猿
も

滑
り
落
ち
る
ほ
ど
滑
ら
か

な
木
肌
か
ら
こ
つ
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

別
名
の

"百
日
紅
"
は
、

長
い
期
間
花
が
咲
き
続
け

蓉
の
仲
間
で
東
ア
ソ
ア
原

産
。
朝
開
き
、
夕
方
に
し

ほ
む

一
日
花
て
、
7
月
中

旬
か
ら
夏
の
終
わ
り
ま
て

咲
き
続
け
ま
す
。

こ
の
時
期
の
樹
木
の
魅

力
は
、
花
の
親
し
み
と
同

時
に
、
緑
葉
に
包
ま
勉
た

さ
ま
ざ
ま
な
形
の
果
実
発

見
の
喜
び
。
ち
ょ
う
ど
、

育
ち
盛
り
の
子
ど
も
と
同

じ
で
、
樹
木
は
、
緑
の
葉

で
大
事
に
我
が
子
を
包

み
、
見
守
り
な
か
ら
育
て

て
い
る
か
に
見
え
ま
す
。

緑
陰
の
散
策
は
、
夏
の

緑
の
神
秘
、
ロ
マ
ン
を
知

る
チ
ャ
ン
ス
て
も
あ
り
ま

す
。

(樹
木
医
)

サ ルス ヘ リ

独 立 行 政 法 人

国 立 女 庄 教 育 会 館(ヌ エ ノ ク)

〒355-0292埼 墨、県 比 企 郡

嵐 山 田J入?督 谷728番 地

no49362●6711(代)

URLhttp〃WWWnweqP

卜mnlwebmt・ter@r1"eし 」P
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8

月

15

日

木

◆
市
民
と

ン
ヤ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
集
い

17
時

プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー

(
地

・
内
幸
町
霞
ケ
関
下
車

3
分
)

2
0
0
2
年
度
J

C
J
賞
、
新
人
賞
発
表

5

0
0
円

式
後

・
交
流
会
4

0
0
0
円

主
催

日
本
ソ

ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議
僧
03

・

3
2
9
1

6
4
7
5

8
月

16
ロ]
剣

◆
女
性
の
キ

ャ
リ
ア
支
援

の
プ
ロ
を
め
ざ
し
て

職
業

ア
ト

ハ
イ
サ
ー
養
成
講
座

10
時
～
19
時
30
分

17
日

の
18
日
田
と
も

港
区
女
陛

セ

ン
タ
ー

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
リ

ン

グ
の

実
務
、
実

践
、
女
性
起
業
家
の
現
状
と

課
題
な
と

講
師

金
谷
千

慧
子

(
女
性
と
仕
事
研
究
所

.

代
表
)
、
荒
金
雅
了

(
同
所
L

任
研
究
員
)
他

対
象

実

"

務
歴
5
彗
以
と
、
5
万
2
5

0
0
円

申
込
み

女
性
と

仕
事
研
究
所
曹
03

・
5
4
1

4

。
∩δ
rO
ρ0
0

ご

榊

難鵠

隅龍で

"
宅

悼
X≧蛋宜

殺

窯

鉾

献
暫

8
月

23
剖

釧

◆
車
い
す
ラ
イ
タ
ー

・
服

部

一
弘
氏
の
講
演
会

13
時
30
分

横
浜
市
保
L

ケ
谷

区
村
会
福

祉
協
議

会

(
相
鉄

・
大
工
町
駅
5
分
)

02
年
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ト

カ

ノ
ブ
開
催
地
、
日
韓
20
カ

所
を
訪
れ
て

申
込

問
△口

せ

保
±
ヶ
谷
区
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ

ン
タ
ー
"
0
4
5

・

00
∩」
2

2
4
1
2

◆
結
婚
の
意
味
を
問
う
継

続
討
論
第
4
4
7
回

19
時

豊
島
勤
労
福
祉
会

館

(
J
R

池
袋
駅
西
[
7

分
)

テ
ー
マ

「な
く
と
も

か
、
あ

っ
て
も
か
、
～
が
育

つ
の
は
ー
い
や
、
カ
ネ
し

ゃ

な
く
て
親
の
こ
と
」

無
料

連
絡

事
務
局
容
03

3

3
5
4

・
2
5
4
3
藤
村

8

月

24

日
土

◆
80
代
高
齢
女
性
の
健
康

は

社
会
の
財
産

9
時
30
分

ヌ

エ

ノ

ク

(女
性
学

・
ン
ェ
ノ
タ
ー
研

究
フ

ォ
ー
ラ
ム
)

樋
[
恵

r

(
東

尿
家
政
人
教
授
)
、仲

藤
典
～

(
ノ
ン
フ
ィ
ク

ン
ヨ

ン
作
家
)
ほ
か

5
0
0
円

印
込
み

高
齢
村
会
を
よ

く
す
る
女
陸
の
会

憾
03

・
3

3
5
6

・
3
5
6
4

(
月

・

水

・
金
)

◆
社
会
参
画
セ
ミ
ナ
ー

・

江
の
島
塾

・
政
策
編

H
月
30
日
土
ま
て
毎
ー
曜

10
時
～
15
時

(
15
時
30
分
、

16
時
の
場
合
も
)

神
奈
川

県
立
か
な
が
わ
女
附
セ

ン
タ

ー

(
江
の
島
)

男
女
平
等

の
視
占
か
ら
政
策
の
ヴ
案
能

力

を
持

つ
女

性
人
材

を
養

成
。

講
師

国
広
陽
ヱ
J(
武

蔵
大
教
授
)
、
金
井
淑
子

(
横

浜
国
立
大
教
授
)
他

申
込

み

8
月
20
日
阪
ま
で

騨

ま
た
は
E
×
ー
ル

問
合
せ

同
セ

ン
タ
ー
憾
0
4
6
6

・
27

2
1
1
7
、
隙
0
4

6
6

5

°
6
4
9
9

2

◆
婦
人
民
主
ク
ラ
フ
全
国

協
議
会
第
19
回
全
国
総
会

13
時
、
25
日
噛
15
時
ま
で

(
1
泊
2
日
)

国
民
葺
金

健
康
保
養
セ

ン
タ
ー
さ
が
み

の

1
5
0
0
円

(
宿
旧

・

交
流
会
-
万
2
0
0
0
円
)

窪
蒸

ウ

ル
掩

(
局
崎
健
康

福
祁
大
教
授
)
、

人
唄
眞
治

(
中
央
人
教
授
)

他
、
25
日
口
分
科
会
、
全
体

会

4
0
0
0
円

主
催

第
8
回
研
究
交
流
集
会
夷
行

委

問
合
せ

事
務
局
君
06

6
7
7
9

・
4
8
9
4

◆
も
っ
と
知
ろ
う
よ
～

ユ

ニ
フ
エ
ム
の
活
動
～
W
I
D

か
ら
G
A
D

へ
/
貧
困
と
女

性
16
時

ヌ
エ
ソ
ク
研
究
棟

3
0
6

(
東
蛋

・
武
蔵
嵐
山

駅
15
分
)

「ク
ロ
ー

ハ
ル

化
と
ユ
ニ
フ

ェ
ム
の
成
り
ゾ

ち
/
貧
困
と
女
桝
」
野
瀬
久

美
r

(
ユ
ニ
フ

ェ
ム
東

駅
副

会
長
)
▽

ハ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ソ
ン
ヨ
ノ

連
絡

ユ
ニ
フ

ェ
ム
東
京
哲
03

・
3
9
5
0

6
6
7
8
白
根

81則

25
日
則

◆
川
の
学
校

流
れ
橋
で

学
ぶ
会

10
時

四
季
彩
館

(
尿
都

欝
0
7
5

9
8
3

・
O
l

、

お
し
ら
せ

、"、

oo

 

問
合
せ

同
協
義
会
且
&

隙
0
4
2

・
7
5
7

・
4
7

8
民」◆
聞
い
て
っ
ち

ゃ
,

「女

の
本
音
、
男
の
本
音
」
1
性

別
に
と
ら
わ
れ
な
い
生
き
方

と
は13

時
30
分

北
九
州
市
畝

商

J
貿
易
会
館

(
憾
0
9
3

5
4
1

・
2
1
8
4
)

ハ
ネ
リ

ス
ト

船

橋
邦

子

(
前
大
阪
女
r
人
教
授
)、
樋

口
健

一
(
「お

と

こ
の
生

活

塾
」
胆
話
人
)

申
込
み

問
合
せ

8

24
北
九
州
実

石
委

n
&
隙
0
9
3

・
8
7

1

●
1
ρ0
4
0

◆
社
会
保
障

・
社
会
福
祉

「破
壊
」
か
ら
再
創
造

へ

13
時
30
分
～
25
日
印
16
時

明
治
学
院
大
白
金
キ
ャ
ノ

ハ
ス

(
J
R

品
川
駅
か
ら

ハ
ス
)

24
日
L
11
記
念
溝

債

「政
治

経
済
の
新
局
面

と
日
本
の
勤
労
者

(
仮
)
」渡

辺
治

(
一
橋
大
}教
授
)
、
ン
ン

ポ

ノ
ウ
ム

「A
ノ
日
の
失
業

貧
囚
と
井
臼
権
」
相
澤
與

一

2
9
)

水
質

ハ
ソ
ク
テ
ス

ト
、
泳
い
だ
り
、
佳
き
物
調

べ
な
ど
で
川
の
あ
り
方
を
考

λ
る

保
険
料
1
0
0
円

-
催

流
域
調
整
察

問
合

せ

君
0
7
5

・
9
8
2

・

9
1
ρ0
イ
丁

8
月
26

日
則

◆
第
10
回
生

こ
み
リ
サ
イ

ク
ル
交
流
会
2
0
0
2

生

こ
み
は
宝
だ
・

10
時
～
16
時
45
分

甲
稲

田
人

～
国
際
会
議
場

(
高
田

馬
場
駅
か
ら

ハ
ス
)

ン
ノ

ホ

ン
ウ
ム

「君
こ
み
堆
肥
化

運
動
は
循
環
型
社
会
を
作
る

第

一
歩
」

価
田
進
誓

(
兀
茨

城
大
教
授
)
、渋
谷
謙

(環

境
目
治

ソ
ス
テ
ム
研
究
所
所

長
)
ほ
か
、
分
科
会

5
0

0
名

2
5
0
0
円

(
事
削

振
込
み
制
)

申
込
み

・
問

合
せ

同
実
行
委

唇
03

5

4
1
0

・
3
7
3
5

蝕
月
刎
a
牲

◆
細
菌
戦
争
裁
判
8
月
判

し
に
展

小
.

無
料

主
催

海
藻
デ
ザ
ィ

ノ
研
究
所
面

03

5
3
2
2

6
6
3
3

▼
日
中
友
好
婦
連
ハ
ザ
ー

7
ヨ

、
8
J

I
I
与

-
匠

1
ー
ー
1
玉

16
時

山

卜
町

町

内
会

館

(
横
浜
中
華
街
)

出
品
物

受
付
8
月
17
日
ま
で

主
催

日
中
友
好
神
奈
用
県
婦
人

連
絡
会

哲
0
4
5

・
2
6
1

0

っ
2
2

(火
外
後
)

▼

ユ
ニ
フ
ェ
ム
東
京
チ
ャ

リ
テ

ィ
コ

ノ
サ
ー
ト

侶
日
日
B
時

ル
ー
テ
ル

甫
ケ
谷
セ

ノ
タ

ー

(
甫
ウ
谷

決
公
判

13
時
30
分

東

堺
地
裁
l

O
3
鴇
法
廷

(
地

・
霞
ケ
関

駅
)

報
告
壌
会

18
時
30

分

ン
ニ
ァ
ワ

ー
ク

東

尿

(飯
田
橋
)

松
村
高
夫
(慶

大
教
授
)

連
絡

奈

唄
費

&
㍊
0
4
8

8
8
2

4

7
0
7

出
が
げ
て
み
ま
鑑

嚢

8

月

▼
平
和

へ
の
遺
魯

。
遺
品

展
-
戦
没
青
年
と
の
対
話
ー

10
ロ
ー4
～
15
日
困
10
時
～

19
時

(
12
日
休
館
日
)

江

戸
東
京
博
物
館

(
J
R

・
両

国
駅
西
目
3
分
)

戦
没
学

佳
を
中

し
に
、
画
学
生
、
農

業
や
家
業
に
従
事
し
て
い
た

青
年
、
徴
集
さ
れ
た
朝
鮮
人

学
4
の
遺
書
、
資
料
智

餅

=

料

r
催

日
本
戦
没
誉
生

記
念
会

(わ
た
つ
み
会
)
容

3

°
3
2
6
9

°
8
0
7
1

0
▼
野
田
三
千
代
海
藻
お
し

ぱ
展

葵
し
い
海
の
植
物

17
日
し
～
29
日
承
10
時
30

分
～
18
時
30
分

新
宿
ハ
ー

ク
タ
ワ
ー
l
F

(
J
R

・
新

侑
西
ロ
カ
ら

ノ
ヤ
ト
ル

ハ
ス

有
)

国
界

一
種
類
が
嵐
、
晶

と

わ
れ
る
伊

口・¥
島
の
カ

ラ
ノ
ル
て
繊
細
な
海
藻
を
中

8
月

30
日
塾

◆
女
性
と
男
性
の
サ
ス
テ

ィ
ナ
フ
ル
な
働
き
方

15
時
30
分
～
9
月
1
日
日

12
時
ま
で

(
2
泊
3
日
)

ホ
テ
ル
池
田

(
J
R

・
凱
海

駅
10
分
)

基
調
講
演

「サ

フ
テ

ィ
ナ
フ
ル
な
働
き
方
と

ワ
ー
ク

ソ
ェ
ァ
リ

ノ
ク
ー
日

本
に
お
け
る
デ
ィ
ー
セ

ノ
ト

ワ
ー
ク
確
江
の
可
能
陸
」

竹
信

轡
～

(朝
日
新
闘
企

画
報
道
室
)
、報
-
口

伍
賀

道

(
金
沢
大
教
授
)
、山
崎

駅

r

(
茨
城

県

豆
医
療

大
教

授
)

2
乃
8
0
0
0
円

申
込
み

・
主
催

女
桝
労
働

問
題
研
究
会
騨
03

・
5
9
2

0

●
7
Q
)1
∩6

◆
第
8
回
全
国
棚
田

(千

枚
田
)
サ
ミ

ノ
ト

「棚
田
と

都
市
保
全
と
共
生
」

3
き
、
1
1
-
9
与
、
1

り0
-

-
口μ

日

日
日
m
時
30
分

下
葉
県
鴨

川
市

(
大
山
下
枚
田
)

講

演

建
本
暁
r

(
千
藁
県
知

事
)
、葺
例
発
表
、
分
科
会
な

ど

問
合
せ

実
行
委
慰
0

4
郎

魎

.7
瑞

4

9
月

2
日
墨

◆
第
16
回
日
本
高
齢
者
大

会
13
時
～
3
日
火
12
時
ま
て

東

累
体
育
館
、
1

～
院
大

ほ
か

記
念
講
演

「
み
ん
な

の
い
の
ち
輝
く
た
め
に
」
大

谷
昭

広

(
ノ
ヤ
ー

ナ
リ

ス

ト
)
、
分
科
会
、
交
流
会
ま
か

I

J
、

1

1

2
0
0
0
r

2

4
0
0
0
円

問
合
せ

中

央
翼
石
委

・
東

翠
髪
行
委
且

&
隙
03

・
3
3
8
-

6
6

【0
ユ
　
　

　

　

　

9

月

3

日

火

一

◆
求
め
ら
れ
る
国
際
刑
事

裁
判
所

へ
の
参
加
～
武
力
報

復
や
有
事
法
制
を
超
え
て

18
時
30
分

又
尿
区
民
セ

ノ
タ

ー

(
地

・
春

目

駅
す

く
)

東
澤
靖

(弁
護
ー
)

7
0
0
円

主
催

国
連

・
憲
法
問
題
研
究
会
君
03

駅
7
分
)

森
山
ゆ
り
罫
、

光
～
、
祐
r

親
r
3
毘
代

の
ピ
ア
ノ

・
デ

ゐ
オ

。
リ
サ

イ
タ
彫

4
0
0
0
q

但

込
み

・
問
△
口せ

同
夷
物
委

費
03

・
5
4
9
6

・
3
9
8

6
山
野
▼
す
ず
か
け

ン
ネ
マ

「ア

リ
ー
テ
姫
」

22
日
右
m
時
、
4
時

す

み
だ
女
悟
セ

ノ
タ
ー

(
限
成

押
上
駅
5
ノか
)

康

緊
困

際
ア

ン

フ

ェ
ア
長
編
部
門

優
秀
作
品
貰
受
賞

監
屠
、

片
渕
唄
瞬

班
料

申
込
み

3
2
6
ユ

4
1
9
5

◆
S
T
O
P
戦
争
ー
9

・

11
以
降

ネ

ン
ト
は
何
を
伝

え
た
か
つ

18
時
45
分

東

駅
択
ラ

ノ

テ
ィ
フノ
市
民
活
動
ヒ

ノ
タ

ー

(
飯
田
橋
駅
)

ヘ
ネ
ラ
ー

(
イ

ン
タ

ー
ネ

ソ
ト

配
f

者
)

米
沢
泉
災
、
ユ
ヒ
キ

タ
ス
マ
ノ
カ
ワ
イ
、
小
林
7

ソ

ン

5
0
0
円

主
催

民
衆
の
×
デ
ィ
ァ
連
絡
会

・

、
I
D
11
0

へ
C
r
-

9
月
5
日
型

◆
子
育
て
支
援
を
考
え
る

1
人
間
関
係
と

ン
エ
ノ
ダ
ー

の
視
点
か
ら

10
時
、
6
日
金
9
時
30
分

ズ
ル

ハ
ル
ク
東
票

(
地

こ
公
園
駅
へ
3
出

口
2
分
)

提

「
～
育
て
の
現
状
か

り
兇
え
る
支
援
の
果
題

淵

査
を
通
し
て

」山
岡
テ
イ
(
情

報
教
育
研
究
晒
代
表
)、
碁
例

発
表

出

削
で
譜
及

「
親
r

て
菖
う

つ
ー

ノ
ェ
ノ
タ
ー
フ

リ
i
」
峯
田
美
香

(
ノ
ェ
ノ

タ
ー
フ
リ
ー
を
め
さ
す
会
)

㎜
7ノ
ー

ト

フ

ル
ー
F

　
ま

か
、
ワ
ー
ク

ン
ヨ
ノ
ブ

「
親

r
で
見
つ
け
る

ノ
エ
ノ
欠
ー

フ
リ
ー
」
垢
内
か
お
る

(
横

浜
国
大
助
教
授
)
ほ
か

1

0
0
名

7
0
0
0
円

申

込
み

8
/
20
ま
で
こ
所
定

の
申
込
み
用
紙
に
己
人
、
郵

便
振
替
で
人
金

申
込
み

日
本
女
桝
学
習
財
団
"
03

・

3
1
3
婁

7
5
7
5

9
矧
圏
日
週

◆
家
ひ
ら
き
20
周
年
の
つ

と
い
～
さ
ら
な
る
創
造

へ

19
時

駒
の
竪
ふ
れ
あ

、〉

十

ノ
タ
ー

(
長

野
県
望

月

町
)

琉
球
芸
能
を
通
し
牛

循
又
化
を
考
え
る
▽
29
日

ヒ

9
時
30
分
～
16
時

歴
史

を
拓
く
は
じ
め
の

家

(
望
月

町
占
道
)

,
こ
こ
ろ
ざ
し

を
硅
き
る

一
大
田
畠
彦

(前

沖
縄
県
知
事
、
参
議
)
、金
住

典
r

(
弁
蔓
i
)
、そ
の
他
全

国
力

り
夷
践
報
告

国
民
循

令
,望
月
荘

伯
旧

(
1
潤
2
食

7
8
1
5
円
)
送
迎

ハ
ス
角

(新
幹
線

・
佐
久
甲
駅
、
し

な
の
鉄
道

・
4
諸
駅
)

申

込
み

9
月
10
日
ま
で
隙
0

2
6
7

°
3

5
8
5
8
照

rO

目
己
紹
介
、
宿
泊
日
、
ハ
フ

利
用
の
白
無
を
書
く

同
セ

ノ
タ

ー
憾

03

・
5
6

0

8

・
1
7

7
1

9

1月

 

▼
ウ
ォ
ー
ク

フ
ォ
ー

フ
レ
ス
ト
ケ
ア

2
0
0
2

21
U

都

凱
潮
風
公
園

(
東

眼
都

品
川

区

・
お

台

場
)

乳
力
ん
撲
滅
㌧

膚

ノ

＼
i

ノ
ウ
ォ
ー
ク

ー
0
0

0
名

1
5
0
0
円

参
加

締
切

8
月
26
日
肩

(
便
郵

振
藷
消
印
角
功
)

問
合
せ

事
務
局
且
03

5
5
6

0

3
6
5
0
筒
駅

4



に
（

ン

ナ
の

作
品
が
あ
る
こ

と

が
わ
か
っ
た
。
石

岡
さ
ん

は

カ

バ
ン

と

絵

を

展

示

し

た

。
展

覧
会
に

来
た
人
は
み

な

、
（

ン
ナ
に

関
心
を
示
し

た

。
「
こ
の

子
は
ど
ん
な
子

だ

っ
た
の

だ
ろ

う
？

」
。

つ
い
に
石

岡
さ
ん
は
テ
レ

ジ
ン
ま
で
行

っ
た
。
収
容
所

の
名

簿
が
あ
る
こ

と
が
わ
か

り

、
見
せ
て

も
ら
う
と
、

パ

ン
ナ

ー
ブ
レ
イ

デ
ィ
の
す
ぐ

上
に

ジ
ョ
ー
ジ

ー
ブ
レ

イ

デ

ィ
と
い

う
名
が
あ
り

、
し
か

も

生

存

の

印

が

つ

い
て

い

る

。
こ

れ
は
（

ン

ナ
の
兄
で

は
な
い
か
？

そ

れ
か

ら
ジ
ョ
ー
ジ
と
同

じ

収
容
所
に

い
た
生
存
者

を

さ

が
し

ジ
ョ
ー
ジ
が
カ
ナ

ダ

に
い

る
こ

と
が
わ
か
る
…

物
語
は
、
（

ン

ナ
の
生
涯

に

あ
わ
せ

、
遺
品
の
カ
バ
ン

を
見
た
日

本
の
子
ど
も
た
ち

の

驚
き
、
石

岡
さ
ん
の
執
念

の

ズ

ン

ナ

の

足

跡

さ

が

し

气
そ
し
て

昨
年
３

月

、
ジ

ョ

ー
ジ

ー
ブ
レ
イ

デ
ィ
が
1
7

歳
の

娘
、
ラ
ラ

ー（

ン
ナ
と

と

も
に
日

本
を
訪
れ

、
ホ
ロ

コ

ー
ス
ト

教
育
資
料
セ
ン

タ

ー
で
5
7
年
ぶ

り
に

妹
の
カ
バ

ン
と
再

会
す
る
感
動
の
場
面

を
つ

づ
っ
て

い
る
。

（ ４ ）2 ０ ０ ２ 年 ８ 月110 日 （±9 瞿 日 ）- ス:ニ ユ女:･|? 生(第3種郵便物認可)芻ｒ１３ ３ ４ 号

横
浜

市
の
郊
外
、
相
鉄
線
弥
生
台
駅
。
こ
の
と
こ
ろ

、
土
曜
、
日

曜
、
駅
頭
に
立
つ
と
、
力

強
い

混
声
合
唱
の

声
が
聞
こ
え
て

く
る
。
鳩
の
森
愛
の
詩

保
育
園
と
同

あ
す
な
ろ

保
育
園
の
父
母
や
職
員
た
ち

が
８

月
2
5日

（
日
）

の
コ
ン

サ
ー
ト
に
向
け
、
大
車
輪
で
練
習
中

な
の

だ
。

「
大

き
く
な
る
っ
て

す
て
き
な
こ
と
　

鳩
の

森
愛
の
詩
あ

す
な
ろ

保
育
園
開
園
を
祝
う
　

鳩
の
森
愛
の
詩

保
育

園
１８
周

年
コ
ン

サ
ー
ト
」
と
ち
ょ
っ
と
長
い

名
前
の
つ

い
た

こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
、
子
ど
も
た
ち
を
大
事
に
、

親
た
ち

が
安
心
し
て

子
ど
も
を
託
し
働
き
続
け
ら

れ
る
保
育
を
実

践
し
て

き
た

、
保
育
者
と
親
の
思
い

が
込
め
ら

れ
て
い

る
。

一
人
ひ
と
り
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

卒
園
時
に
”
プ
レ
ゼ
ン
ト

”

コ

ン
サ

ー
ト
の
中

心
と

な

る
合
唱
構
成
「
大
き

く
な
る

っ
て

す
て

き
な
こ
と

」
は
こ

の
保
育
園
の
「
オ
リ

ジ
ナ
ル

曲
」
だ

。
鳰
の
森
愛
の
詩

保

育
園
は
毎
年

、
卒
園

式
に

、

卒
園
の
子
ど
も
の
一
人
ひ
と

り
の
歌
を
歌

っ
て
き
た

。
詞

を
書
く
の
は
職
員

。
そ
の
子

ど
も
の
保
育
園
で

の
エ
ピ
ソ

ー

ド
や

思
い

出

を

詞

に

す

る

。
作
曲
は
プ
ロ
に
依
頼

。

エ

ピ
ソ

ー
ド

の

多

い

子

の

函

分
の

歌

”
は

、
５

分
に

も

な

る
。
歌

う

の

は
、
職

員
、
子
ど
も
、
そ
し
て

親
た

ち

。
式
に

集
う
全
員
の
大
合

唱
で

卒
園
し
て
い

く
の
だ
。

８
月
2
5日
に
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

お 父 さ ん の 参 加 も 多 い練 習 に 熱 が 入 る 。

世

界

で
1
0
0
0

種

以

上

ロ

ソ

よ

厂

二

八

特

に

回

匹

。
　
　
つ
て
い
る
ナ
ス

。本
当
は
、

す
。種
類
も
多
く
、
世
界
で

冷 や し て お い し い ラ タ ト ゥ イ ユ

ナ ス　　　　　　　　　　　 ３個

タ マ ネギ　　　　　　　　　 １個

ズ ッキ ーニ　　　　　　　 ２本

赤 パプ リカ　　　　　　　 １個

トマ ト　　　　　　　　　　 ３個

ニ ンニ ク （スラ イ ス）　　 ３片

黒 オリ ーブ （種 ぬ き）　　10 粒

塩小 さヽ じ　　　　　　　　　 １４

オ リ ーブ 油　　　　　 大 さ じ ３

【スパ イス 】

オ レガ ノ　　　　　　 ／」ヽヽさ じ 嗹

マジ ョラ ム　　　　　 小 さ じ ％

バジ ル　　　　　　　　 ノ」･ヽさ じ 軅

ブ ラ ック ペ パ ー　　　 ／」ヽヽさ じ ‰

粗 挽き 唐辛 子　 （好 み で） 少 々

1
0
0
0

種
以

上
と
い

わ

れ
て
い
ま

す
。日

本
で

も
、

東
北
地

方
の

一
ロ
ナ
ス

を

は

じ

め
、
京
都
の

加

茂

ナ

ス

、
水
ナ
ス

、中

長

ナ
ス

。

九
州
地

方
に

多
い
の

は
長

コ
ン
サ

ー
ト
で
は

、こ

の
「
自

分
の

歌
」
か

ら
何
曲
か
を
選

び
、
合
唱

構
成
に

す
る
。
子

ど
も

を
真
ん

中
に

、
父
母

、

職
員

、
大

勢
の
人

間
の
共
同

で

生
み
出

す
喜
び
や

感
動

を

伝
え
た
い
と
い

う
。

鳩
の
森
保

育
園
は

、
園
長

の
瀬
沼
静
子
園
長
の

理
想
の

保
育
園
を
め

ざ
す
志
か
ら

生

ま
れ
た

。
公

立
保

育
園
に

勤

め
て
い
た
瀬
沼
さ
ん

は
、
産

休
明
け
保
育

、
夜

間
延
長

保

育
を
望
む
父
母
の

声
に

、
何

と
か
応
え
た
い
と

思
っ
て
い

た

。
た
ま
た
ま
泉
区

弥
生
台

の
分
譲
地
の

抽
選
に

あ
た

っ

た
こ
と
か
ら

、
家
の

一
部
を

提
供
し
て

保

育
園

を
作
ろ

う

と

、
同
志
３
人
で

始
め
た
の

が
1
9
8
5

年
。
瀬
沼
家
の

１

階
を
保
育
園
に
し
５
人
の

子
ど
も
を
預
か

っ
た

。
が
、

入
園
希
望
者

が
相

次
ぎ
、
居

宅
に
し
て

い
た
２
階

も
保
育

園
に

。
瀬
沼

さ
ん

一
家
は
マ

ン

シ

ョ
ン

を

借
り

る

さ

わ

ぎ

。
大
園
希

望
者
は
ひ

き
も

き
ら

ず
2
8人
に
な

っ
た
。
個

人
宅
で
は
ど

う
に
も

な
ら

な

い

。
な
ん
と
し
て
も

園
舎
を

建
て

た
い

。
金
策
に

苦
労
す

出
る
水
分
だ
け
で

じ
っ
く

り
煮
込
み
ま
す

。
野
菜
と

オ
リ

ー

ブ
油

、
ス
パ
イ
ス

が
融
け
合
っ
た
美
味
し
い

一
品
。
ス

パ
イ
ス
に
は

、

ト
マ

ト
と
合
う

バ
ジ
ル

を

中

心
に

、
（

Ｉ

プ
系
の
オ

レ

ガ
ノ
を
ブ
レ

ン
ド

。
味

を
引

き
締
め
る
た
め
に

、

ブ
ラ

ッ
ク
ペ
パ

ー
、
レ

ッ

ド
ペ
パ
ー
（

好
み
で

）

を

エ
ン
ジ
ヨ
ず

Ｊ

ｆ

ナ
ス
で

す
。
白
ナ
ス

や
、
米

ナ
ス

も
あ

り
ま

す

。い

ず

れ
も

、ど
の

よ

う

な
調

理

方
法
で

も

、ど

の
よ

う

な

食
材

に

も

よ

く

合
い

ま

す
。
特
に

油
と

の

相
性

が

良
い
の

は
有
名
で

す
。

今
回
は
、
夏
に

不
足
し

が
ち

な
野
菜
を
た
っ
ぷ
り

摂
れ
る
ラ

タ
ト

ゥ
イ
ユ

。

水
を
加
え
ず
、
野
菜
か
ら

加
え

ま
す

。
一

晩
置
く
と

味

が

な

じ
み

一

層

美

味

に
。
パ
ス

タ

、
パ
ン

、
そ

の
他
料
理
の
つ
け
合
わ
せ

に
も
ぴ
っ
た
り

。

囑
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ｇ
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刪
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側

刪

Ｍ

ｘ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

″
ａ

ａ

ａ

に

ａ

ａ

【
作
り
方
一

①
野

菜

類

は

、全

て
５

セ
ン

チ

角
に

切
る

。
オ
リ

ー
ブ
は

、半
分
に
切
る

。卜

神 奈 川

る
瀬
沼
さ
ん
に

、
父
毋
た

ち

も
が
ん

ば
っ
た

。
土
曜

も
日

矚
も
返
上
で

バ
ザ
ー
な
ど
を

開
き

、
資
金
を
集
め
た

。
１

年
目
に
ふ
さ
い
な
園

舎
を
作

る
こ
と
が
で
き
た

。

困
難
な
状
況
で

も
瀬
沼
さ

ん

は

保

育

の

理

想

を

貫
い

た

。
保
育
園
で
大

事
な

も
の

は

、
良
い
保
育
師

。
運

営
が

厳
し
く
て
も
人
員
は
し

っ
か

り
確
保
す
る

。
給
食
は
手

作

り

、
夜
の
延
長
保

育
で
子

ど

も
が
お
腹

を
す
か
せ
て
は
可

哀
相
と
夜
食
も
用

意
す
る

。

父
母
も
し

っ
か
り
応
え
た

。

貴
重
な
休
日
を
つ
ぶ
し
て

も

保
育
園
の
活
動
に

参
加

、
し

っ
か
り
保
育
園
を

支
え

、「
共

働
き
共
育
ち
の
文
化
」

を
作

り
上
げ
て
き
た

。
学

童
保
育

も
始
め
た

。

こ
う
し
て

、
無
認
可

保
育

園

と
し

て

頑

張

り

続

け
1
5

年
、
9
9年
に
は
認
可

保
育
園

に
。
そ
し
て
入
園
希
望

者
の

増
加
に
こ
た
え

、
今
年
は

す

ぐ
近

く
に

姉

妹

保

育
園

の

「
鳩
の
森
愛
の
詩
あ
す

な
ろ

保
育
園
」
が
開
園
し
た

。

こ

う
し
た
保
育
園
か
ら
生

ま
れ
た
の
が
卒
園
式
の

ぶ

分
の
う
た

”
だ

っ
た

。
２

年

目
の
卒
園
式
か
ら

ず
っ
と
続

い
て
い

る
。
初
め
は
職

員
だ

け
て

歌
っ
て

い
た
が

、
み
ん

な
で

歌
お
う
と
い
う
こ
と
に

な
り

、
毎
年

、
卒
園
式
の
感

動
を
盛
り
上
げ
て

い
る

。

2
5日

の
コ
ン

サ
ー
ト
は

、

子
ど
も

、
職
員

、
親
た
ち
の

総
出
演
で

、
「
共
育
て

共
育

ち
」
の

保

育

の

す

ば

ら

し

さ
、
喜

び
、
感
動
を
伝
え
た

い

と
い

う

。

コ

ン

サ

ー

ト

囗
８

月
2
5

日

㈲
1
3時
　

神
奈
川

県
立
青

少
年
セ
ン

タ
ー
（
Ｊ
Ｒ

・
桜

木
町

駅
1
0分
）
チ
ケ

″
卜
大

人
2
0
0
0

円
、
子
ど
も
・

シ
ニ
ア

ー
０
０
０

円
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塩
に
つ
い

力
１
で

す
が
、
年
に
Ｉ
回
程

③
　

度
生
産
装
置
を
塩
水
で
洗
浄

す
る
そ
う
で

す
が
、
化
学
塩

を
つ
か
う
と
洗
浄
後
、
酢
の

発
酵
が
う
ま
く
行
か
な
い
そ

て

のＱ
＆
Ａ

Ｑ
・
自
然
塩
が
い
い
の
は

よ
く
わ
か
り
ま
す
が
、
や
は

り
化
学
塩
に
比
べ
る
と
高
い

で
す
ね

。
使
い
分
け

し
て
は
い
け
ま
せ
ん

か
？
例
え
ば
野
菜
を

茹
で
る
時
な
ど
、
味

を
つ
け
る
わ
け
で
も

な
い
し

、
化
学
塩
で

も
い
い
の
で
は
？
な

ど
思
い
ま
す
が
？

Ａ
・
食
べ
物
に
関

し
て
は
、
自
然
塩
と

化
学
塩
は
大
き
な
差

化学塩と使い分
けはできるの？

一
　

九

州

の

あ

る

食

酢

の

メ

１

ｒ

卜

Ｍ

ｒ

Ｌ
　

提
　

供

Ｊ

一
！

一
一

一
！

一
一
一

ｉ

一
一
一

一
！

一
一

一
１

一

こ

Ｉ
ｓ

一

一
一

ｉ

一

一
一

｝
ｉ

一
一
一
一

ｉ

一
一
一
一

ｉ

一
一
一
一

ｉ

一
一
【
一
一

！

一
一
一

ｉ

一
一
一
一
一

ｌ

ｘ
一

ｉ

一
一
一
一

ｉ

一

こ

一
一
ｌ

ｘ

一
一
！

】
一
‘
一
！

一
ｘ

一
！

一
一
一
一

！

一
一
一
一
！

一
一

’一

卜

を
生
じ

ま
す

。
使
い

分
け
し

て

い
い

ケ

ー
ス

は
ほ

と
ん

ど

な
い
と

思
い

ま
す

。

例
え

ば

、
野
菜

を
茹
で

る

と
き

、
塩
の

質
の
違

い

が
色

と
味
の

差
に

反
映
し

ま

す
。

「
イ

オ
ン

化

学
塩
と

伯
方
の

塩
で
は

、
茹
で

上

が
り
の

野

菜
の

色

が

全

く

違

い

ま

す

ね
」
な

ど
消

費
者
の

方
か

ら

手
紙

を
い

た

だ
い

た
り
し

ま

す
。九

州

の
あ

る
食

酢
の
メ

ー

う
で
す
。
長
野
市
の
内
科
の

お
医
者
さ
ん
の
話
で

す
が
、

胃
腸
洗
浄
を
塩
水
で
行
う
と

き
、
化
学
塩
の
塩
水
を
使
う

と
、
そ
の
患
者
さ
ん
が
正
常

に
回
復
す
る
ま
で
に

か
な
り
の
時
間
を
要

す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。皿
や
ク
ラ
ス
を
洗

う
時
も
、
ご
く
微
量

の
塩
が
残
り
味
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ほ
ん
の

ち
ょ
っ
と
の
違
い
が

大
き
な
違
い
に
な
り

ま

す
。
出

来
る
こ

と
な
ら

自

然

塩
を
使

っ
て
く

だ
さ
い

。

（

回
答
・

伯
方

塩
業
株

式
会

社
）

伯方塩業株式会社
昌 怎 枩ゴ 誚

「

心

の

コ

ー

ト

を

脱

ぎ

捨

て

て

」

増
田
れ
い
子
著

こ
こ

に
お
さ
め
ら
れ
た

文
章
は
、
1
9
8
7

年
か

ら
『
調
査
時
報
』
谷

本
国

家
公
務
員
労
働
組
合
連
合

会
の

機
関
誌
）
に
1
5年
も

連
載
し

た
エ

″
セ
イ

ー
６

Ｉ
篇
の
中
か
ら

選
ば
れ
た

3
9篇
で

あ
る

。

八

あ

と

が

き
▽
で

、

著
者
は
「
読
み
返
し
て
み

て

、
私
と
い

う
人

間
は
、

何
で
こ
ん
な
に

罘

Ｆ

に
お

び
え
て
い
る
の
か

」

と
述

べ
て
い
る

が
、
著
者

の
不
安
こ
そ
ま

っ
と

う
な

も
の
と
思

う
。

書
名
と
同
じ

タ
イ
ト
ル

の
一
文
は

、
5
0年
前

、
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
大

学
の
反
ナ
チ

レ

ジ
ス

タ
ン
ス
の

学
生
ク

ル

ー

プ

。白

づ

Ｆ

が
、

ビ
ラ
に

書
い
た

「
心
に

着

せ

た
無
関
心
と
い

う
名
の

外
套
を
脱
ぎ
給
え

」
と
い

う
メ
ッ
セ

ー
ジ
に
よ

る
も

の

だ
が
、
1
9
9
3

年
ヴ

ァ
イ
ツ

ゼ

″
力
１

大
統
領

の

白
バ
ラ

事
件
追
悼
演
説

に

も
触
れ
て

、
民
主
主
義

を
保
つ
た

め
に

は
政
治
に

無
関
心
と
い

う
コ

ー
ト

を

脱
こ

う
と

呼
び
か
け
た

も

の
で

あ
る
。

ま

た
「

Λ
別

れ

の

手

紙
Ｖ
に

学

ぶ
」
で

は
、

冒
頭
に

加
藤
シ
ブ
エ

さ
ん

が
1
9
3
3

年
、
夫
に

あ

て
て

書
い

た
別
れ
の
手

紙

を
「
モ
ノ

は
「

ツ
キ
リ
言

わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

」

お
手
本
と
し
て

あ
げ
、「
趣

旨
を
明
確
に

す
る

」
必
要

を
説
い
て
い

る
。

特
に

政
府
と
国
民

、
国

と

国
の

間
で

も
の

ご
と

を

進
め
て
い

く
場
合
に

は
こ

れ
が
原
則

だ
が
、
日

本
で

は
、
い

わ
ゆ
る
「
日

米
防

衛
協
力
の

た
め
の

指
針
」

を
マ
ス
コ
ミ

ま
で

、
「
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

」
と
い

う
。

英
字
紙
で
は

ズ
バ
リ
〈

日

米
戦
争
マ
ニ
ュ
ア
ル

〉
と

報
道
さ
れ
て
い
る

。

モ
ノ

を
は
っ
き
り
言
わ

な
い
文
化
に

ゴ
マ
化
さ
れ

て

、
戦
争
へ
導
か
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
と
の
著

者
の
思
い
が
伝
わ
っ
て

く

る

。ど

れ
も

短
い

文

章

だ

が
、
心
に
深
く
刻
ま
れ
る

も
の

ば
か

り

で

あ

る

。

（
陽
）

（

岩
波
書
店

円
）

1
6
0
0

「

女

性

学

・

男

性

学

」

ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
入
門

伊
藤
公
雄

樹
村
み
の
り
著

国
信
潤
子

本
書
は
、
大
学
の
ジ
ェ

ン

ダ
ー
論
の
テ

キ
ス

ト
と

し

て

使
い

や

す

い
よ

う

に

、
ス
ト

ー
リ
ー
・
マ
ン

が
や

、
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
付

き
の
工
夫

が
な

さ
れ
て
い

る

。ジ
ェ
ン

ダ
ー
（
男
ら
し

さ
や
女
ら
し

さ
）
は
文
化

や
社
会
に
よ

っ
て
つ

く
ら

れ
た
も
の
だ

が
、
生

物
学

的
な
性
に
お
い
て
も
人

間

の
性
は
イ
ン
タ

ー
セ
ッ

ク

ス
な
ど
多
様
で

あ
り

、
こ

れ
か
ら
は
男
女
の
枠

組
み

に
し
ば
ら
れ
な
い

ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
フ
リ

ー
の
社

会
を

求

め

た

い

と

論

じ
て

い

る

。こ
と
に
教

育
は

、
も
の

の

見
方
や
文
化

を
生
み

出

す
場
で

あ
る
の
に

、
家
庭

科
教
科
書
で
い

ま
だ
に
父

親
が
保
育
園
児
の

送
迎
を

し
て
い

る
写
真
が
検
定
を

通
ら

な
い

な
ど
、
現
実
離

れ
し
た

実
態
の

指
摘
も
あ

る
。ま

た

、
企
業
社
会
は
男

性
主
導
で

成
り

立
っ
て
い

る
か
ら

、
男
性
の

育
児

休

業
も
日

本
で
ほ
と
り
に

く

い

。
男
性
の

育
児
休
業
の

取

材
で

、
日

本
で

は
「

企

業
名
を
出

さ
な
い
で

」
と

い

う
の
に

対
し

、
ス
ウ

ェ

上

ヱ
ン
で

は
、
「

必
ず
社

名
を
公
表
」
が
条
件
だ
っ

た
と
い

う
。
男
女
平

等
政

策
を
と
っ
て
い
る
と
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と

が
「
優
秀
な
従

業
員
」
確
保
に
つ

な
が
る

か
ら
と
。

労
働
面
で

は
男
女
の

賃

金
差
が
、
日

本
は
世

界
で

例
を
見
な
い
ひ

ど
さ
で

あ

る
こ

と

も

示

さ
れ

て

い

る
。
父

親
の

育
児

参
加
も

Ｄ
Ｖ

禁
止
法
施
行

も
、
女

性
の

国
会
議
員
数
も
日

本

よ
り

韓
国
が
一
歩
先

を
い

き
、
日

本
は
女
性
の

社
会

進
出
度
も
国
際
的
に
最
低

レ

ベ
ル

。
そ
れ
だ
け
男
性

中

心
社

会
で

、
長
時
間
労

働
や
男
の
メ
ン
ツ
に
こ
だ

わ
る
男
性
の
生
き
方
は
人

間
ら
し

さ
か
ら
遠
く

、
男

性

学
こ

そ

必

要

と

思

っ

た

。ジ

ェ
ン

ダ
ー
平
等
の

、

人
間
ら
し
い
生
活
の
実
現

に
は

、
ま

ず
行
政
と
市
民

の
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

″
プ
作

り

が
重
要
と
結

ば
れ
て

い

て

、
同

感
だ

。
　（
陽
）

（
有

斐
閣
ア
ル

マ
　

本

体
1
9
0
0

円
）

アウシュヴイツツで

死んだﾕ ﾀﾞﾔ人の少女

ホ
ロ
コ

ー
ス
ト

教
育

資
料

セ

ン

タ

ー
（

石

岡

史

子

代

表
、
東
京
都
新
宿
区
大

京
町

2
6－

１
０

５
）
で

、
昨

年
、

1
3歳
で
ア

ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ

で

死
ん
だ
ユ

ダ
ヤ
人
少
女

パ

ン

ナ

ー
ブ
レ

イ

デ
ィ
の
遺

品

の

カ
バ
ン

が
展
示
さ
れ

、
奇

跡
的
に
生
き
延

び
て

今
カ
ナ

ダ
に
住
ん
で

い
る
（

ン
ナ
の

兄
ジ
ョ
ー
ジ
が
訪
日

、
日

本

の

子
ど
も
だ
ち
と

感
動
の
出

会
い
を
果
し
た
こ
と
を

報
道

し

た
の

を

覚
え

て

い

ま

す

か
？こ

の
話
は

、
カ
ナ

ダ
で

も

評
判
に
な
り

、
カ
ナ

ダ
の

新

聞
に
も
の
っ
た

。
こ
の

新
聞

マ
ト
は
湯
む

き
し
種
を
取

り

、
ざ
く

切
り
に

す
る
。

②
ナ
ス
は

、
塩
（

分
量

外

）
少
々

を
ふ

り
、
し
ば

ら
く
し

た
ら

サ
ツ
と
水
洗

い
し

あ
く
を
抜
く
。
オ
リ

ー
ブ
油
大

さ
じ
１
で

炒
め

取
り
出
し
て

お
く
。

③

錮
に

残
り

の
オ
リ
ー

ブ
油

を
足
し

、
ニ
ン

ニ
ク

を
入

れ
、
香
り

が
立
っ
た

ら
玉
ネ

ギ
を
加
え
よ
く
炒

め
る

。
さ
ら
に

残
り
の
野

菜
を
加
え
て

炒
め
、
粗
挽

き
唐
辛
子
以

外
の
ス

パ
イ

ス

、
塩
を
加
え
る
。
煮
立

っ
た
ら

弱
火
に

し
、
ナ
ス

を
錮
に

戻
し

、
ふ
た
を
し

て

煮
込

む
（

野
菜
か
ら
出

る

水
分

だ
け
で

煮
る
）
。

④
野

菜
が
煮
え
た
ら
、

味
を
整
え
、
オ
リ
ー
ブ
を

加
え

、
好
み
で

粗
挽
き
唐

辛
子

を
加
え

る
。
冷
た
く

冷
や
し
て

も
お
い
し

い
。

（
資
料
提
供
ラ
イ
オ
ン

家
庭
科
学
研
究
所
／
料
理

指
導
・
園
田
匕
口
子
）

カ
ナ
ダ
、日
本
で

本

が
出

版
さ
れ

写

真
展

も
開

催

を
読
ん
で

感
動
し
た
ラ

ジ
オ

ー
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ス
ト

、

カ
レ
ン

ー
レ

ビ
ン
さ
ん
は
ラ

ジ
オ
番

組
に
し
た

。
こ
れ

が

ま

た
反

響
を
呼
び

、
児
童

向

き
の
本
に

、
と
い
う
話
に
な

っ
た
。
本
は
こ

と
し
４

月
出

版
さ
れ
た
が
、
カ
ナ
ダ
の
児

童
書
ラ
ン

キ
ン

ク

ー
位
に
な

る
ほ

ど
の
評
判
に
な
り

、
今

度
は
日

本
語
に

翻
訳
さ
れ

、

ポ
プ
ラ

社
か
ら
『

パ
ン

チ
の

か

ば
ん
　
ア

ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ

ツ

か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
』
と

し
て
出

版
さ
れ
た
（

本
体
1

3
0
0

円
）
。
訳
は
重
要
な
登

場

人
物
で

あ
る
石

岡
史
子

さ

ん
自
身
だ
。

こ

れ
に
あ
わ
せ

、
ホ
ロ
コ

ー
ス
ト

教
育
資
料
セ
ン
タ

ー

で

は
、
９

月
2
8日
（

土
）
ま

で

「
写

真
展
　
「

ン
ナ
の
か

ば
ん
」
を
開
催
中

。

パ
ン
チ

と

か
ば
ん
を
め
ぐ
る
物
語

を

写
真
展
で

み
せ

る

。
か

ば
ん

は
ア

ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
博
物

館
か
ら

借
り
た
も
の
だ

が
、

こ
の

展
示

に
あ
わ
せ
特
に
来

年
ま
で

返
却
期
限
を
伸

ば
し

て

く
れ
た
。

ホ
ロ
コ

ー
ス

ト
教
育
資
料

セ
ン

タ
ー
が
で

き
た
の
は
9
8

年
。
代

表
の
石

岡
さ
ん
は

、

子

ど
も
た
ち
に
事
実
を
知
ら

せ

る
た

め
に
実
物
の
遺
品
を

展
示
し

た
い
と
思
い

、
世
界

中
の

ホ
ロ
コ

ー
ス

ト
の
博
物

館
に

手
紙
を
出
し

た

。
い
く

つ
か
の

遺
品
を
貸
し
て

も
ら

っ
た

中
に
、

パ
ン

ナ

ー
ブ
レ

イ

デ
ィ
と
名
前
を
白

ペ
ン
キ

で
大

き
く
書
い
た
古
い
カ
バ

ン

が
あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち

は
こ

の
カ
バ
ン

に
興
味
を
も

っ
た

。
（

ン

ナ
つ
て

誰
？

や

が
て
（

ン

ナ
は
1
9
3

1
年
チ

ェ
コ
で

生
ま
れ
た
ユ

ダ
ヤ
大
少
女
。
テ
レ

ジ
ン
収

容
所
か
ら
ア

ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ

ツ
に

送
ら
れ
1
9
4
4

年
1
0

月
ガ
ス

室
で

殺
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
が
、
そ
れ
以

外
の
こ

と
は
全
く
わ
か
ら
な

い

。
石

岡
さ
ん
は
更
に
世
界

の
ユ

ダ
ヤ
博
物
館
に

手
掛
か

り

を
求
め
手
紙
を
出
し
て

い

る
う
ち
、
チ

ェ
コ
の
テ
レ

ジ

ン

収
容
所
で
ユ

ダ
ヤ
人
の
子

ど
も
た

ち
が
描
い
た

絵
の
中

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

「
憲
法

を
獲
得

す
る
人
び

と
」

４
月
か
ら
今
年
３
月
ま
で

連
載
さ
れ
た
も
の
に

、
登

場
者
の
そ
の
後
の
活
動
な

ど
を
付
け
加
え
て
Ｉ
冊
に

田
中
伸
尚
著
　
し
た
も
の
。

登
場
す
る
1
2人
の
人
々

雑
誌
『
世
界
』
に
昨
年

は
憲
法
関
係
の
訴
訟
の
原

告
に
な
っ
て

い
る
人

が
多

く

、
知
る
人
は

知
る

、
だ

が
一
般
的
に
は

、
全

く
無

名
な
人
々
で

あ
る

。

著
者
の
思
い
は

、
裁
判

云
々
で
な
く

、
こ
の
人
々

の
日

常
的
な
活

動
、
生
き

方
、
異

議
申
し

立
て

が
、

日

本
国

憲
法
の

精
神
・
平

和
と
人

権
を
守
る
こ
と

に

な
っ
て
い
る
こ
と

を
強
調

し
た
く
て
こ
の

タ
イ
ト
ル

に

な
っ
た
の

だ
ろ

う
。

1
2人
の

人
々

は
、
た
て

ま

え

だ

け

で

な

く
、
悩

み

、
苦
し
み

、
逡
巡
、
そ

し
て
決
断
し

、
信
念
を
貫

く
。
語
る
こ

と
ば
は

、
そ

れ
ぞ
れ
の
「

自
前
の
こ
と

ば
」
だ
。

1
2人
中
７

人
が
女

性
。

ア
イ
ヌ

宣
言
を
し
た

多
原

良
子

さ
ん
、
神
主
の

娘
で

「
大

嘗

祭

違

憲

住

民

訴

訟
」
の

原
告
に

な
っ
た
大

村
和
子

さ
ん
、
軍
国

教
師

だ
っ
た
悔
恨
か
ら

基
地
反

対

、
平
和

運
動
を
つ

づ
け

る

沖
縄

の

中

村
文

子

さ

ん

、
死
刑
に
反
対
し
死
刑

囚
の
養
母
に
な
り

、
あ
と

1
0年
は

が
ん

ば
ら
な
け
れ

ば
と
い

う
7
7歳
の
益
永
ス

ミ
コ
さ
ん
…

。

ど
の
人
も
少
数
派
で

あ

る
こ
と

を
お
そ
れ
ず

、
し

た
た
か
に
生
き
て

い
る
。

勇
気

が
出
て
く
る
Ｉ
冊
で

あ
る

。
（
枝
）

（
岩

波

書

店
1
9
0
0

巴

「

我

愛

成

都

」

中
国
四
川
省
で

日
本
語
を
教
え
る

芦
澤
礼
子
著

こ
の

本
は
、
1
9
9
4

年
か

ら
一
年
余
り
、
中
国

四
川

省
成
都
市
に
あ
る
西

南
交
通
大
学
に

、
日

本
語

教
師
と
し
て

赴
任
し
た
著

者
の
体
験
記
で

あ
る

。
日

本
の
中
国
語
学
校
の
壁
に

貼
っ
て

あ
っ
た
「
中
国
で

日

本
語
を
教
え
て
み
ま
せ

ん
か
」
と
い

う
、
民

間
国

際
交
流
団
体
の
海
外
研

修

に
応
募
し
た
の

が
始
ま
り

だ
。
第
１
部
は
日
記
形

式

で

、
唯
一
の
日

本
人
教
師

と
し
て

の
毎
日

が
い
き
い

き
と
綴
ら
れ
て

い
る

。

最
初
に
会
話
や
実
用
作

文
を
教
え
た
相
手
は

、
大

学
院
生
と

学
部
生
の
９

人

だ
っ
た

が
、
出

身
地
も
民

族
も
さ
ま

ざ
ま
で

、
ま
る

で
中
国
の

縮
図

を
見
た
よ

う
だ
っ
た
と
い

う
。
最

終

授
業
で
は

、
日

本
国

憲
法

に
つ
い
て

も
語
り

、
生
徒

た
ち
に
書
か
せ
た

戦
争
と

平
和
を
テ

ー
マ
に
し
た
作

文

を
紹
介
し
て

い
る

。
欄

外

に
、
「
紅

衛

兵
≒
火

錮
」
な
ど
の
言
葉
の
説
明

も
あ
っ
て

、
中
国
の
歴

史

や
生
活
へ
の
理
解

を
助
け

て

く
れ
る

。

後
半
は
６

年
後
の

成
都

の

変
貌
ぶ
り
と

、
教
え
子

た
ち
の
そ
の

後
が
語
ら
れ

て
い

る
。
来
日
し
た

教
え

子
た

ち
は

、
生
活
費

を
得

る
た
め
の
ア
ル

バ
イ
ト
に

追
わ
れ
な
か
ら
も

、
た
く

ま
し
い

。

殊
に
女
性
た
ち
は

呈

婦
は
イ
ヤ
」
と
働
く

意
欲

が
強
く
、
「
日
本
の

会
社

は

残
業

ば

か

り

で

忙

し

く

、
女
の
子
は

差
別

さ
れ

る
」
と

見

抜

い
て

も

い

る

。結
婚
も
妊
娠
も
、
も
の

と
も
し
な
い
果
敢
な
生
き

方
は

、
中
国
の
若
者
ば
か

り
で
な
く

、
1
9
6
3

年

生
ま
れ
の
本
書
の
著
者
も

同
様
だ

。

中
国
の
人
々
と
の
個
人

的
な
交
流
が

、
日
本
と
中

国
の
今
後
ま
で

も
考
え

さ

せ

る

記

録

と

な

っ
て

い

る

。
（
陽
）

（
高
文
研
1
7
0
0

円
）
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右 壁 面 が 光 壁の 内 観 、ポ ー ラ 美 術 館

神

奈
川

県
箱
根
仙
石

原
に

「
ポ
上

フ
美
術
館
」
が
９

月

か
ら

す

Ｉ
プ
ン

す
る
。
開
館

イ

ベ
ン
ト

と
し
て
９

月
６

日

か

ら

来

年
６
月
３
日

ま

で

『
光
の

な
か
の

女
た
ち
』
が

開
催

さ
れ
る
。

ポ
上

フ
美
術
館
は
ポ
上

フ

ク
ル

ー
プ
の

文
化
事
業
推
進

団
体

・
財
団
法
人
ポ
上

フ
美

術
振
興

財
団
の

運
営
。
コ
レ

ク
シ

ョ
ン

は
、
水
上

フ
グ
ル

ー
プ
の

オ
ー
ナ

ー
故

鈴
木
常

司
氏

が
4
0年
以

上
に

わ
た
り

収
集
し

た
も
の

が
中

心
で

、

当
初
フ
ラ
ン
ス
の
1
9
、
2
0世

紀
絵
画

を
中

心
に

集
め
、
や

が
て
日

本
の

絵
画
の

収
集
に

移
っ
た

。
ほ

か
に
ガ
ラ

ス
エ

芸

、
東
洋
陶
磁
、
そ
れ
か
ら

こ
の

館
な
ら
で

は
の
化
粧
道

具
な

ど
9
5
0
0

点
に
の
ぽ

る

。箱

根
仙
石

原
の
小

塚
山
と

い
う

自
然
豊
か
な
地
域
で

、

箱
根

登
山
鉄
道
・
強
羅
駅
か

ら

バ
ス
で
1
3
分
、
圭
た
は
ふ

田
急

線
箱
根
湯
本
駅
か
ら
バ

ス
で

仙

郷
楼
前
下

車
、
施
設

巡
り

バ
ス
で
２

分
。
最
上
階

の

ガ
ラ
ス
張
り

の
エ
ン

ト
ラ

ン
ス
ホ

ー
ル

、
館
内
に

入
る

と

ガ
ラ
ス
の

壁
面
を
通
し
、

雄
大
な

自
然
が
見
え

る
の
が

特
色

。
展
示

室
は
地
下
で

、

地
下
１

階
が
企
画
展
示

室
。

４
つ

。
自
然
光
に

近
い
明
る

さ
で

、
絵
画
に

ダ
メ
ー
ジ
を

与
え

な
い

最
新
の

光
フ

ァ
イ

バ

ー
の

証

明

を

設

け

て

い

る

。
全
館
バ
リ
ア
フ

リ
ー

、

障
害

者
や

高
齢
者
に
や
さ
し

い
美

術
館
で

あ
る
。

開
館
展
の

『
光
の
な
か
の

女
た
ち
』

は
ル
ノ
ワ

ー
ル

、

モ
ネ

、
セ

ザ
ン
ヌ

ら
の
女
性

を
描
い
た

も
の
を
中
心
に
日

本
は
明

治
初
期
か
ら
現
代
ま

で
の

洋
画
か

ら
平
山
郁
夫
ら

の
日

本
画
ま
で

。
さ
ら
に
「
婚

礼
道

具
と

江
戸
の

化
粧
」
で

女
性

を
美
し

く
輝

か
せ
た
江

戸
の
文
化

を
見
せ

る
。

開

館

時

間
９

時

か

ら
1
7

時

。
休
館
日
2
0
0
3

年
１

月
2
2日
（

水
）
。入

館
料
大
人

1
8
0
0

円

、
大

・
高
生
１

地
下
２

階
に
同

館
の
コ
レ

ク
　

３
０
０
円

、
中
・
小

生
７
０

シ
ョ
ン

を
展
示

す
る

展
示
室
　

Ｏ
円

。

心
温
ま
る
イ
ン
ド
民
話
の
再
話

「
ぞ
う
の
マ
「

ギ
リ
」
出
版

今

年
は
日

印
友
好
5
0周

年
の

年
だ
が
、
珍
し
い
イ

ン
ド
の

絵
本
の
翻
訳

が
出

版
さ
れ
た
。
「
ぞ
う
の
マ

「

ギ
リ
」（
ク
ラ

ン
ま
ま
社

刊
、
本
体
1
0
0
0

円
）
。

イ
ン
ド
の
民
話
の
再
話

だ
が

、
再
話
者
の
ケ
シ
ャ

ブ

ー
シ
ャ
ン
カ
ー
ル

ー
ピ

ラ

イ
さ
ん
（
1
9
0
2

～

1
9
8
9

）
は
政
治
漫
画

家
と
し
て

有
名
な
人
で

、

独
立
後
の
イ
ン

ド
で

児
童

文
化
の
向
上

が
急
務
と

考

え

、
絵
本
や
児
童
文

学
の

普
及
に
つ
と
め

、
精
力

的

に
活
動

を
続
け
た
人

。
こ

の
絵
本
は
初
版
は
1
9
6

5
年

。
以
来
何
度
も
再
販

を
重
ね

、
イ
ン
ド
で
は

古

典
と
い
う

。
絵
の

プ
ラ
ク

ー
ビ
ス
ワ

ス
さ
ん
は

ピ
ラ

イ
さ
ん
の
弟
子

。
翻
訳
者

の
宮
地
敏
子

さ
ん
は
洗
足

学
園
大

学
教
員

、
デ
リ
ー

大

学
講
師

、
現
在
イ
ン
ド

在
住

。
宮
地

さ
ん

が
こ
の

話

を
ぜ
ひ
日

本
の
子
ど
も

に
伝
え
た
い
と
考
え

、
翻

訳

、
出
版

が
実
現
し
た

。

物
語
は

、
大
き
な

、
は

た
ら
き
も
の
の

ぞ
う
・
マ

（

ギ
リ

が
旗

ざ
お
に
す
る

木

を
運
ん
で

く
る

。
と
こ

ろ

が
旗
ざ
お

を
た
て

る
穴

の
前
に
き
た
と
こ
ろ
で

、

急
に
勣
か
な
く
な
っ
た
。

怒

っ

た

ぞ

う

つ

か
い

は

マ
（

ギ

リ

を

む

ち

で

う

ち

、
そ

れ

で

も

勣

か

な
い

と

ナ

イ

フ

で

首

を

刺

し

た

。

と

う

と

う

マ
（

ギ
リ

は

大

声

を

あ

げ

あ

ば

れ

る

。

驚

い

た

見

物

人

が

逃

げ
出

す

と

、

マ
（

ギ
リ

は

穴

に

長

い

鼻

を

い

れ

、

な

に

か

を

ひ

っ

ぱ

り

あ

げ

た

。

な

ん

と

そ

れ

は
Ｉ

、

小

さ

な

ね

こ

だ

っ

た
・・
・
。

心

あ

た

た

ま

る

物
語

。


